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思い起こせば、募集要項の「平成２１年度学習のしおり」の「いきがい大学設置運営規

程に高齢者に対する学習機会を提供し、広く仲間作りを行いながら、心身の健康や社会参

加によるいきがいを高め、併せて地域活動の推進のために必要な人材の育成を図ることを

目的として大学を設置する」と書かれていました。応募するにはレポートの審査があり提

出することが入学の判断基準となっています。以下、私の応募レポート 

伊奈学園一年専科「郷土を知るコース」応募レポート 岡村昭則 

「さいたま市シニアユニバーシティ校友会の自主学習を埼玉県立歴史と民俗の博物館で

行った。その時の郷土資料室を我々に案内してくれたのは、ボランティアとして活動して

いる校友会の先輩だった。先輩の目の輝きと自信にあふれた語りには惹かれるものがあり、

自分も勉強してボランティアガイドになり、更に郷土の歴史を深く知りたいと思ったのは

昨年１０月のことであった。」と書いて送った。３月３１日に入学決定通知書が届いた。 

ここに目出度く、私は二年制のいきがい大学伊奈学園に新たな設置された名誉ある専科

一期生として入学した。自分も歴史に関するボランティア活動を目指して入学したのに教

科を見ると殆ど一般教養でであることから失望したことは言うまでもない。入学して初め

て知ったのは、自治会役員と共にイナヴォイス委員とホームページ委員を決めることにな

っている。二つとも先輩たちが来て説明してくれたので、大学の設置目的に沿って、ボラ

ンティア活動に取り組む協議会のような組織があることや、ＨＰを立ち上げて自治会活動

やボランティア活動の報告等をＨＰに掲載して会員に知らせて行く組織があることを知っ

た。そのころパソコンを習い出しやっと軌道に乗りだしたばかりなので、ホームページで

皆さんをサポートすることに決めてしてホームページ委員になった。 

それから、専科１期のＨＰ立上げまでは、いろいろ苦労もしたが無事に専科一期ＨＰを

管理できるようになり、また、自分のＨＰ「わが青春」も立ち上げてから、今日まで１０

年余に渡って専科１期の会の広報担当として裏から支えてきた。有難くも専科１期はＨＰ

を中心にしてまとまって来たところがあり、現在でも一番長く校友会活動を続けられてい

る。その輝きのベースなるものは、当時の伊奈学園所長の氏家健也さんと、伊奈ネットク

ラブやイナヴォイスで活躍してきた鈴木進さんとの出会いがあったからこそである。 

氏家健也所長の大学の設置目的を定着させるべくイナ・ヴォイスの取組に力を入れてい

たことから、専科１期からもボランティア団体として「手話ダンス同好会」、「太極拳クラ

ブはくつるの会」がイナ・ヴォイスに登録して各方面の施設訪問して活躍してきたことは

言うまでもない。また、伊奈ネットクラブ責任者であり、イナ・ヴォイスで活躍してきた

鈴木進さんとの出会いによって、専科１期生のＨＰでは、在校生中はどれほどお世話にな

った計り知れないものがある。鈴木さんのサポートで２年目から自分たちのＨＰを曲がり

なりに立上げて今日に至っている。 

 しかしながら令和２年３月、いきがい大学伊奈学園の閉校に伴って、残念ながらイナ・

ヴォイス事業活動終了、伊奈いきがいネットクラブも令和３年６月でホームペーシ閉鎖に

追い込まれてしまった。この事態を現在でもＨＰを管理しているものとしてショックが余

りにも大きすぎる。専科１期の会のクラブによるボランティア活動も、コロナ感染防止観

点から施設の訪問もままならず、令和２年２月１８日 （りふれ宮原）を訪問して打ち切り

になり、会員の高齢化から解散へ追い込まれてしまった。専科１期のボランティア団体と

イナヴォイスの関係、専科１期ＨＰを顧みて専科１期の踏み跡として残すことにした。 

いきがい大学伊奈学園閉校は痛恨の極みなり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この規程は平成１４年４月１日から施行する 



 



『 イナ･ヴォイス事業活動終了のお知らせ 』 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

イナヴォイス設立平成１４年１１月２６日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２年４月開設した伊奈学園は令和２年３月をもって閉校しました。 

 

 

 

 

 

卒業生の地域活動団体 



●私達が入学する前年度に着任した氏家所長は、 

イナ・ヴォイスニュース１７号(平成２０年５月)、着任メッセージとして「イナ・ヴォイ

スの運営は私の仕事の一つです。本会は「絶やすなボランティアの火を ボランティアの火

を永遠に」をキャッチフレーズに、実務を現役生直近の二つの期の委員が担当、校友のボ

ランティア活動支援がメイン事業です。にも拘らず本会は校友会連絡協議会の組織外に位

置づけられています。このことは過去にも検討されているようですが、未だに明確な結論

は出されていないとのことです。同じような事業が別々に進められていても情報集約・提

供に好い効果は得られないと思います。校友ボランティアと支援先が、ともに利用し易い

イナ・ヴォイスは「どうあるべきか」を課題とし、その解決に向けて議論・実践して行く

べきと考えます。校友各位のご支援・ご協力をお願いいたします。」                                       

●イナ・ヴォイスニュース１８号（平成２０年１０月）、 

氏家所長の伊奈学園だより 

イナ・ヴォイスへの積極的登録と地域活動への取り組み姿勢を主張しよう！ 

「募集要項にあるように、卒業後、地域活動に参加しているのか？」と疑問を発する外部

から見ると、「イナ・ヴォイス」の登録件数が全てです。ボランティア活動は、秘めやか

に、地道に行うことが美徳である、という価値観は、伊奈学園に学んだ方々には捨ててい

ただきたい。積極的に「イナ・ヴォイス」に登録し、地域活動に取り組んでいる姿を主張

することが、声を封じることになります。とはいえ、登録内容に、実績、活動範囲、経費

等のきめ細やかな記載の必要性の検討や、運営組織のあり方についても検討の必要がある

と考えています。 

また、学園としては、平成２１年度から「イナ・ヴォイス」の① 意義 ②推薦を受けた団

体等の講座を設けるなど、関心を高め、登録意欲を促進する方策を講じたい、と考えてお

り、ご支援をよろしくお願いいたします。                        

●イナ・ヴォイスニュース１９号（平成２１年

１月） 

氏家所長が自ら講師として在校生に講義を行

いました。「「イナ・ヴォイス」へのご理解・ご

協力を！―目的、組織、活動を在校生に講義― 

世界的な経済・金融不況や痛ましい殺人事件の

多発など暗いニュースの目立つ厳しい世相の

新年を迎えました。イナ・ヴォイス運営委員は

3 月で16期生が引退、17 期生に18 期生（8 名）

と一年生課程からもメンバーが加わる予定で、

全委員一丸となってイナ・ヴォイスのさらなる充実と発展をはかっていきたいと考えてい

ます。その一環として、イナ・ヴォイスの目的や組織、運営、活動等について理解を深め

ていただこうと、1 月に在校の19 期生、18 期生に対して、イナ・ヴォイスメンバーが講

義を行ないました。平成21 年度から伊奈学園に新規３専科コースの一年生課程が設置され

ることもあり、今後正規の講座としてこうした講義が位置づけられる予定です。同じ志を

持つ仲間が情報を共有化し活発な相互協力支援のできる素地を醸成するために必須である

と考えます。イナ・ヴォイスは、微力ではありますが、これからも皆様のお手伝いをさせ



ていただきますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

★イナ・ヴォイス＜正式名称＞伊奈学園ボランティア情報センター＜設立＞平成14 年11 月 

★＜目的＞伊奈学園の在校生および校友会会員でボランティア活動をしたい個人、団体とボランティア

を待っている方々の橋渡し役をしています。＜登録＞現在57 団体約700 人が登録＜メンバー構成＞ 

卒業期の各科から2名ずつ計8 名と前年期の8 名を加え16 名で活動 

【所長の学園だより】新しく設置足される一年制専科科コースの募集についても、変革

の時代の「いきがい大学」 という題名で、「平成 21 年度の伊奈学園の第 20 期生の募集

が２月１日から始まったこと、また、新たに一年制課程の専科コースの募集が加わってい

ることにも気づかれたと思います。このコースは、一年間で卒業後の地域活動に入るノウ

ハウを会得することを目的として、二年制の学園に新たに設置するものです。この新たな

一年制課程の設置は今後の「いきがい大学」の方向を示しており、「校友会」や「イナ・

ヴォイス」のあり方にも大きく影響を与えることとなります。すでに、「イナ・ヴォイス

運営会議」は、新年度から新一年制課程の学園生を含めた組織として運営し、同じ学園に

学ぶ者同士が協力し発展を図ることとしており、入学を待つばかりとなりました。 

●伊奈ボランティアニュース２０号（平成２１年７月）、 

イナ・ヴォイス20号の船出 ―伊奈学園事務所長氏家健也―  

このニュース「20号」をご覧の皆様、平成21年度の「いきがい大学」は大きな変革の年

を船出しました。一年制課程の専科コースを二年制学園に併設したことに伴い、従来の仕

組みが大きく変わります。  

一つ目は、ホームページの運営。二年制の場合、従来、１年生の３学期からスタート。本

年度は専科コースにあわせ、秋には本格スタート。二つ目は、「イナ・ヴォイス」の運営。

従来、卒業時に参加していたが、二年制も専科コースにあわせ、１年生の秋から本格的に

活動すること。この体制を確立することは、取材要員の確保につながり、「イナ・ヴォイ

ス」が目指す地域に密着した情報の発信として、地域で活動している方々や地区団体の生

の姿・声をホームページやニュースに反映することが可能となる。  

現役生はもちろん、各校友会の皆様にもぜひとも「イナ・ヴォイス」をご支援いただき、

彩の国いきがい大学伊奈学園の存在と価値感を誇示して頂くようお願いいたします。 

●伊奈ボランティアニュース２１号（平成２１年１２月） 

 「イナ・ヴォイス・フ

ェスティバル」を２月

に開催予定 乞ご

期待  

いきがい大学伊奈

学園ボランティア情

報センタ－への登録団体・個人の活動は、各地域において、それぞれの分野で活発に展開

され、また団体・個人の登録数もお陰をもちまして増加の傾向にあり、ボランティア志向



の機運が高まり、イナヴォイスへの理解が深められてきていり証であると感謝申上げます。

この９月からスタートした卒業生・在校生による運営委員の協働体制も順調な滑り出しを

見せ、今後の活動が期待されているところです。  

眼を全国に転じますと、財団・長寿社会開発センターを初めさまざまな団体、組織がボ

ランティア活動を行っており、イナ・ヴォイスとしてもこの流れに呼忚連携してさらに充

実を図るため、登録団体・個人のボランティア活動発表会を来春２月５日に開催すること

に致しました。目下実行計画、準備を進めているところですので、皆様方の協賛とご参加

を頂きたくよろしくお願い申し上げます。 平成２１年度イナ・ヴォイス運営委員一同です。

よろしくお願いします。（写真に専科１期生のイナ・ヴォイス委員も参加しています。） 

伊奈 ボランティア ニュース ２１号に寄せて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●伊奈ボランティアニュース２２号（平成２２年４月） 

 新年度代表交代挨拶  

２１年度を担当した１７期生８名は、各人固有のスキルや個性をうまく組み合わせて活

動、在校生へイナ・ヴォイス活動の授業や、イナ・ヴォイス委員への委嘱を通し、ボラン

ティア活動の意義と実践の学習に努めました。学園と共催で、「第１回ボランティア活動

発表会」を開催することができました。取材活動にも力点をおき、「登録団体・個人の活

動紹介」冊子を作成し、社協等関係団体へＰＲ訪問・配布しました。結果、仲介件数も前

年を上回る成果をあげることができました。  

ご支援に感謝いたしますとともに、今後は、全員顧問として側面からイナ・ヴォイスを応 

援してゆきますので、引き続きイナ・ヴォイスへのご声援を賜わりますようお願い申し上 

げます。 １７期イナ・ヴォイス委員一同（代表 地域創造科 鈴木 進） 

―学園祭盛り上がりの更なる結末― 伊奈学園 所長 氏家 健也 

伊奈学園のＯＢの皆様、二年制課程と一年制課程・専科コース３学年合同の実行委員会に

よる第２０回「学園祭」をご覧になりましたか？舞台の広さを確保した上での開会式。３

学年３６４名全員の座席はない。起立したままの、なんと壮観で熱気あふれた式典であっ

たか想像してください。盛り上がりの予感。 

「えっ」と思うような演技の連続。内容が、〈実際のボランティア活動で行っているもの〉

とのアナウンスをたびたびお聞きし、驚きの連続。そこで少し気になる。わが伊奈学園ボ

ランティア情報センター（以下、「イナ・ヴォイス」という）への登録はどうなっている

のか、と。学園としては、本年度から各学年で①「イナ・ヴォイス」への現役時からの参

加（No.20 のニュースで案内）②「イナ・ヴォイスの意義等」についての講義、さらに登

録団体による「活動のきっかけと実演」の授業等、様々な手法により「イナ・ヴォイス」

が身近な存在として、理解また協力が得られるよう工夫を重ねているが、道半ばと考えて

いる。登録が全てではないが、学園関係者の意識の底に「イナ・ヴォイス」が常に存在し、

活動の情報源となって頂けるよう、諸兄の新たな提案と決断をお待ちしたい。 



鈴木進さんにはＨＰ委員会の責任者として２１年度、２２年度と専科１期ＨＰの掲載及

び自らの手で立上げにご協力をいただきました。 

“校友会連絡協議会の皆さまのご支援を” 伊奈学園所長 氏家 健也  

一年制課程・専科コースを併設した大変革１年目の平成２１年度「伊奈学園」は新たな

ステージの幕を開けました。その中で、イナ・ヴォイスも従来卒業後の２年間の委員によ

り活動していたが、現役生も新たに加え、委員も３８名構成となり、「協力」という大き

なパワーを得、去る２月５日の地域で活動する５団体の発表を核とした「イナ・ヴォイス フ

ェステバル」の成功に結びつけました。  

平成２２年度は「イナ・ヴォイス運営会議」のみならず「校友会連絡協議会」と連携し、

１０月２０日、２１日の現役生の学園祭に引き続き、翌２２日にイナ・ヴォイス登録団体

と伊奈学園ＯＢによる合同発表会として実施したい、とイナ・ヴォイス運営会議の新代表

(１８期)から提案があり、校友会連絡協議会との協議が整えば、学園としても協力する、

とお答えしました。ぜひとも連協会員の皆さまのご支援のもと、必ず実現したいと考えて

おります。  

●伊奈ボランティアニュース２３号（平成２２年１２月）、 

ボランティア活動発表会開催報告 

ボランティア活動発表会を平成２２年１０月２２日（金）に開催いたしました。発表会

には、在校生、伊奈学園校友会連絡協議会、イナ・ヴォイス登録団体出場者をはじめ来場

者を含めると４５０名が参加した。 

１、開催の目的●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

この発表会は、「彩の国いきがい大学伊奈学園校友会連絡協議会、伊奈学園ボランテ 

 ィア情報センター、彩の国いきがい大学伊奈学園」の共催による初めての発表会です。 

これまで伊奈学園祭の催しで行なわれていました「校友会活動事例発表会」と本年２ 

月５日に初めて開催いたしました「第１回ボランティア活動発表会」を統合した「発表 

会」とし、いきがい大学伊奈学園在校生の皆さんを始め関係者に、伊奈学園卒業生の地 

域活動、ボランティア活動を紹介し、ご理解を更に深めて頂くことを目的とします。 

２、発表会の概要●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

（１）名称彩の国いきがい大学伊奈学園ボランティア活動発表会 

（２）共催伊奈学園校友会連絡協議会伊奈学園ボランティア情報センター 

彩の国いきがい大学伊奈学園 
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 第１回ボランティア活動発表会の先にあるもの 

伊奈学園所長氏家健也 

10 月22 日、伊奈学園校友会連絡協議会・伊奈学園ボランティア情報センター・伊奈学

園の３者が力を合わせて実施した第１回ボランティア活動発表会は、在校生に先輩方の地

域での活動を見学し、卒業後のあるべき姿を見つめていただくことを目的として実施した

ものである。現役生から「先輩方の継続した活動に感激した。自分たちも真剣に向き合わ

ねば」との声を直接お聞きし、この発表会の意義が理解された、との思いを抱いている。 

今回の発表会は、伊奈連協、イナ・ヴォイスの実行委員の方々の緻密な計画と連携によ

り、成功を得たものであり、紙面をお借りし感謝申し上げたい。 

さて、平成23 年度も、現役生による学園祭に引き続く「第2 回の発表会」に向けて、3 者

で十分な検討を加え、より充実した発表会を実施していただけるものと確信している。 

そして、この発表会の未来には、伊奈連協とイナ・ヴォイスの両者の積極的な統合の議論

の中で、力強いＯＢの社会活動の一元化が実現されると期待したい。 

●伊奈ボランティアニュース２４号（平成２３年３月） 

平成２３年度 イナ・ヴォイス運営方針 

イナ・ヴォイス代表 中山延雄 

「絶やすなボランティアの火を」 

「ボランティアの火を永遠に」「継続はいきがいなり」 

昨年から続く世界各地の異常気象や自然災害のニュースに加えて、グローバルな政治・経

済の動向等を見ますと、今年の景況もあまり明るくなるとは思えません。しかし今年のイ

ナ・ヴォイスは皆様のご協力・ご支援を賜りながら、卯年に因んでホップ、ステップ、ジ

ャンプと爽快に明るく飛 

び跳ねる年にしたいと考えております。 

以下に、平成２３年度の運営方針を申し上げます。 

１．啓蒙活動を強化して、在校生の皆さんにイナ・ヴォイスが果している役割をしっかり

と理解して頂くことを第一として、運営してまいりま

す。事業の継続と発展のためには、富士山の裾野では

有りませんがすそ野が広くがっしりと基盤が出来たイ

ナ・ヴォイスでなければならないと考えております。 

２．運営組織については、設立当初に比べると現在は

在校生にも参加してもらうため３倍以上の人数となっ

ており、組織の役割分担について見直す時期と判断し

ます。運営規則も含め検証し改定して行きます。 

３．ボランティア活動を「している、したい側」（供

給側）と「受けたい側」（需要側）との間の斡旋仲介

活動を強化します。これがイナ・ヴォイスの本業です。

この活動においては、各期校友会を傘下に持つ伊奈連協を通じて、校友会の各種クラブ等

にコラボでの参加をお願いして参ります。 



４．社協などの公的機関や養護施設・保育園などを積極的に訪問してボランティア活動の

需要先の開拓を図りながら、登録団体の斡旋・紹介を積極的に進めて参ります。５．亓つ

の地区団体及びイナ・ヴォイス登録団体の現況の再確認を行い、情報センターとして皆様

からの要望に対してより効果的に応えて行きます。この確認作業は一昨年下期に一通り実

施したものの、イナ・ヴォイス登録団体の内容も変わって来ており、継続して更新して参

ります。 

６．伊奈連協とイナ・ヴォイスとの関係については、昨年の「ボランティア活動発表会」

において大変好意的なご支援を頂きました。これからイナ・ヴォイスを運営して行く上で、イナ・ヴ

ォイス運営委員会も強化されたことから、校友会と交流のウエイトをますます大きくする時期が来

るものと感じております。 

１．イナ・ヴォイスの役割は 

いきがい大学を卒業後（在学中でもかまわないが）、多数のグループや個人でボランティ

ア活動しており、その多くがイナ・ヴォイスに登録しています。このようにボランティア

活動をやりたい「供給側」と、ボランティア活動を受けたい「需要側」（養護施設や保育

園など）との間に立って、お互いが喜びを感じられるように、側面から斡旋仲介の支援活

動をすることがイナ・ヴォイスの基本的役割です。 

（１） 伊奈学園の卒業生（在校生でもかまわないが）のボランティア活動を奨励して登録

してもらい、それぞれの活動内容を冊子にまとめてまたはＨＰに掲載するなどして需要先

に開示して、登録団体のボランティア活動ＰＲに努める。（２） イナ・ヴォイスは図示の

ように、ボランティア活動の「需要側」の要望を受けて、「供給側」に斡旋仲介すること

が基本の業務である。 

（３） 斡旋後の具体的訪問計画などについては、当事者間の合意にゆだねる。イナ・ヴォ

イスが仲介してつながりが出来た後は、双方がその後の予定などを直接相談して常連にな

っているケース（上図“Ａ”）が多くみられるのは喜ばしいかぎりです。 



２．イナ・ヴォイスの機能は 

イナ・ヴォイスの組織委員は、①伊奈学園の前年度卒業生委員が中核として各事業の企画

立案方針決定を行い、②当年卒業生委員を実務部隊として、③在校生委員をサポート部隊

と位置付けて構成されています。 

（イ）伊奈学園卒業生による登録団体に対してはボランティア活動を奨励し、（ロ）外部 

需要先（社協や、養護施設、保育園など）に対してはＰＲ活動を行い、（ハ）そこからの

紹介依頼に対応して該当する登録団体に照会する、などの事業を行なっています。 

これらの事業を行うために、全委員は下の（３）～（５）のいずれかの部 

門に所属してその任にあたっています。 

１） 各部門の機能と行動内容 

（１） 代表（前年度卒業生）：全体を総括する。 

（２） 副代表（当年度卒業生と次年度卒業生より各1 名）：代表を補佐する。 

（３） 広報部：ボランティア供給側、需要側に対する情報を発信する。 

①各登録団体の活動内容をＰＲする冊子の編纂・発行。 

②卒業生・在校生への情報発信（ニュース発行/年３回、HP 掲載）。 

③ボランティア活動等の取材活動とその開示。 

（４） 管理部：登録団体、個人の活動内容データの定期実態調査、更新とその開示。 

①地域関係先訪問の活動データのまとめ。 

②啓蒙、啓発活動（目標を持った意識調査の継続） 

（５） 事務局：イナ・ヴォイス内の情報共有化の促進。 

①運営委員会の運営、議事録、規定整備、年間計画等。 

②会計、予算、発行印刷物の発送等。 

（６） 各部門に長を置き、運営委員は全員がいずれかの部署に籍をおく。 

２） 会議等 

（１）役員会と運営委員会はそれぞれ月1 回ずつ開催している。 

現在役員会は第二金曜日、運営委員会は第四金曜日開催している。 

（２）役員会は、代表、副代表、前年度、当年度を卒業した運営委員で構成され、運営委

員会への提案内容を審議する。 

（３）運営委員会は、役員会委員、在校生委員に加え、伊奈連協から社会活動部長、伊奈

学園から所長と課長とが出席し、三位一体の委員会となっている。 

以上のような人員構成に基づいて組織を構成し、会議運営を行い、諸事業を推進 

することで、イナ・ヴォイス運営の一元化が図られていると考えます。 

●伊奈ボランティアニュース２５号（平成２３年５月） 

イナ・ヴォイスは登録団体の活動支援を強化します 

イナ・ヴォイス代表 中山延雄 

イナ・ヴォイスが結成され１０年を経過、この間諸先輩がこの組織に対し、様々な知恵を

出され、行動されて来たことは現在ボランティア活動されている団体・個人の登録数が６

６に上っていることをみれば明らかです。しかしながら、イナ・ヴォイスの認知度は一部

の関係施設等と伊奈学園内という限られた範囲内でしかないのではないかと感じておりま

す。したがって、ボランティア活動を必要とする諸施設等の需要先と密接な関係を作って



行くことがイナ・ヴォイスの存在を、また登録団体の活動範囲を更に広めるために特に重

要ではないかと考えまし

支援部」を設けました。この新組織を軸に、登録団体・個人の活動を外部の需要先に知ら

しめるよう支援して行きたいと考えております。

３月１１日に発生した「東日本大震災」の拡大する悲惨な状況が

日々明らかになっていく中、３月３１日付けで伊奈学園事務所所

長を退任いたしました。この間、卒業生の皆様の「母校をよりよ

く発展させたい」との思いを支えとして仕事に取り組むことがで

きました。感謝に堪えません。

一年制課程【専科コース】併設した時、皆様が応募者の勧誘活動

に尽力頂き、スムーズにスタートが出来たこと、また、学園祭に

引き続いて実施した「ボランティア活動発表会」による在校生への大いなる刺激、等々、

学園の価値は実に卒業生が決めていることを実感させていただきました。これらのご支援

とご協力をいただいてこその学園です。

皆様には、今後ともご健勝にて一層の青春を謳歌されることを祈りつつ、御礼のご挨拶と

させていただきます。ありがとうございました。

 

 

着任の２０日前、世情では１０００年に一度と言われています

と津波、そして原発破壊と二重、三重の災害により、多数の被災者が避難生活を余儀なく

されております。改めてお見舞い申し上げます

さて、氏家前所長がイナ・ヴォイスに対し、特に熱い思いで在任中取り組まれた経過を知

るにつけ、その方向を継承しさらに発展させたいと考えております。

氏家所長が取り組まれた事柄の中で特に、イナ・ヴォイスと校友会連絡協議会との交流を

図って横の連携が強化されたこと、又現役生もイナ・ヴォイス委員に参加す

軸のつながりが強化されたこと、この２つが大きく改革された内容と理解しました。

今後、この改革路線を強化・推進すると同時に登録団体・個人による日々の地域ボランテ

ィア活動を活発化させ、イナ・ヴォイス、校友会連絡協議会そして伊奈学園が三位一体と

なり地域に密着したいきがい大学伊奈学園として充実を図って行きたい

考えております。関係各位のご理解とご協力をお願いいたします。
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今後、この改革路線を強化・推進すると同時に登録団体・個人による日々の地域ボランテ

ィア活動を活発化させ、イナ・ヴォイス、校友会連絡協議会そして伊奈学園が三位一体と

り地域に密着したいきがい大学伊奈学園として充実を図って行きたい

考えております。関係各位のご理解とご協力をお願いいたします。

行くことがイナ・ヴォイスの存在を、また登録団体の活動範囲を更に広めるために特に重

て、従来の管理、広報、事務部門の他に、今年度は新たに「活動

支援部」を設けました。この新組織を軸に、登録団体・個人の活動を外部の需要先に知ら

しめるよう支援して行きたいと考えております。 

 

３年という時間の中で

寄稿：伊奈学園事務所 前所長

３月１１日に発生した「東日本大震災」の拡大する悲惨な状況が

日々明らかになっていく中、３月３１日付けで伊奈学園事務所所

長を退任いたしました。この間、卒業生の皆様の「母校をよりよ

く発展させたい」との思いを支えとして仕事に取り組むことがで

一年制課程【専科コース】併設した時、皆様が応募者の勧誘活動

に尽力頂き、スムーズにスタートが出来たこと、また、学園祭に

引き続いて実施した「ボランティア活動発表会」による在校生への大いなる刺激、等々、

学園の価値は実に卒業生が決めていることを実感させていただきました。これらのご支援

とご協力をいただいてこその学園です。 

皆様には、今後ともご健勝にて一層の青春を謳歌されることを祈りつつ、御礼のご挨拶と

させていただきます。ありがとうございました。 

 

いきがい大学伊奈学園に着任して

着任の２０日前、世情では１０００年に一度と言われています

と津波、そして原発破壊と二重、三重の災害により、多数の被災者が避難生活を余儀なく

されております。改めてお見舞い申し上げます 

さて、氏家前所長がイナ・ヴォイスに対し、特に熱い思いで在任中取り組まれた経過を知

るにつけ、その方向を継承しさらに発展させたいと考えております。

氏家所長が取り組まれた事柄の中で特に、イナ・ヴォイスと校友会連絡協議会との交流を

図って横の連携が強化されたこと、又現役生もイナ・ヴォイス委員に参加す

軸のつながりが強化されたこと、この２つが大きく改革された内容と理解しました。

今後、この改革路線を強化・推進すると同時に登録団体・個人による日々の地域ボランテ

ィア活動を活発化させ、イナ・ヴォイス、校友会連絡協議会そして伊奈学園が三位一体と

り地域に密着したいきがい大学伊奈学園として充実を図って行きたい

考えております。関係各位のご理解とご協力をお願いいたします。

行くことがイナ・ヴォイスの存在を、また登録団体の活動範囲を更に広めるために特に重

て、従来の管理、広報、事務部門の他に、今年度は新たに「活動

支援部」を設けました。この新組織を軸に、登録団体・個人の活動を外部の需要先に知ら

 

３年という時間の中で 

前所長 氏家健也

３月１１日に発生した「東日本大震災」の拡大する悲惨な状況が

日々明らかになっていく中、３月３１日付けで伊奈学園事務所所

長を退任いたしました。この間、卒業生の皆様の「母校をよりよ

く発展させたい」との思いを支えとして仕事に取り組むことがで

一年制課程【専科コース】併設した時、皆様が応募者の勧誘活動

に尽力頂き、スムーズにスタートが出来たこと、また、学園祭に

引き続いて実施した「ボランティア活動発表会」による在校生への大いなる刺激、等々、

学園の価値は実に卒業生が決めていることを実感させていただきました。これらのご支援

皆様には、今後ともご健勝にて一層の青春を謳歌されることを祈りつつ、御礼のご挨拶と

 

いきがい大学伊奈学園に着任して

寄稿：伊奈学園事務所新

着任の２０日前、世情では１０００年に一度と言われています

と津波、そして原発破壊と二重、三重の災害により、多数の被災者が避難生活を余儀なく

さて、氏家前所長がイナ・ヴォイスに対し、特に熱い思いで在任中取り組まれた経過を知

るにつけ、その方向を継承しさらに発展させたいと考えております。

氏家所長が取り組まれた事柄の中で特に、イナ・ヴォイスと校友会連絡協議会との交流を

図って横の連携が強化されたこと、又現役生もイナ・ヴォイス委員に参加す

軸のつながりが強化されたこと、この２つが大きく改革された内容と理解しました。

今後、この改革路線を強化・推進すると同時に登録団体・個人による日々の地域ボランテ

ィア活動を活発化させ、イナ・ヴォイス、校友会連絡協議会そして伊奈学園が三位一体と

り地域に密着したいきがい大学伊奈学園として充実を図って行きたい

考えております。関係各位のご理解とご協力をお願いいたします。

行くことがイナ・ヴォイスの存在を、また登録団体の活動範囲を更に広めるために特に重

て、従来の管理、広報、事務部門の他に、今年度は新たに「活動

支援部」を設けました。この新組織を軸に、登録団体・個人の活動を外部の需要先に知ら

 

氏家健也 

３月１１日に発生した「東日本大震災」の拡大する悲惨な状況が

日々明らかになっていく中、３月３１日付けで伊奈学園事務所所

長を退任いたしました。この間、卒業生の皆様の「母校をよりよ

く発展させたい」との思いを支えとして仕事に取り組むことがで

一年制課程【専科コース】併設した時、皆様が応募者の勧誘活動

に尽力頂き、スムーズにスタートが出来たこと、また、学園祭に

引き続いて実施した「ボランティア活動発表会」による在校生への大いなる刺激、等々、

学園の価値は実に卒業生が決めていることを実感させていただきました。これらのご支援

皆様には、今後ともご健勝にて一層の青春を謳歌されることを祈りつつ、御礼のご挨拶と

いきがい大学伊奈学園に着任して 

寄稿：伊奈学園事務所新

着任の２０日前、世情では１０００年に一度と言われていますM9.0 の東日本大震災、地震

と津波、そして原発破壊と二重、三重の災害により、多数の被災者が避難生活を余儀なく

さて、氏家前所長がイナ・ヴォイスに対し、特に熱い思いで在任中取り組まれた経過を知

るにつけ、その方向を継承しさらに発展させたいと考えております。 

氏家所長が取り組まれた事柄の中で特に、イナ・ヴォイスと校友会連絡協議会との交流を

図って横の連携が強化されたこと、又現役生もイナ・ヴォイス委員に参加す

軸のつながりが強化されたこと、この２つが大きく改革された内容と理解しました。

今後、この改革路線を強化・推進すると同時に登録団体・個人による日々の地域ボランテ

ィア活動を活発化させ、イナ・ヴォイス、校友会連絡協議会そして伊奈学園が三位一体と

り地域に密着したいきがい大学伊奈学園として充実を図って行きたい

考えております。関係各位のご理解とご協力をお願いいたします。 

行くことがイナ・ヴォイスの存在を、また登録団体の活動範囲を更に広めるために特に重

て、従来の管理、広報、事務部門の他に、今年度は新たに「活動

支援部」を設けました。この新組織を軸に、登録団体・個人の活動を外部の需要先に知ら

引き続いて実施した「ボランティア活動発表会」による在校生への大いなる刺激、等々、

学園の価値は実に卒業生が決めていることを実感させていただきました。これらのご支援

皆様には、今後ともご健勝にて一層の青春を謳歌されることを祈りつつ、御礼のご挨拶と

寄稿：伊奈学園事務所新 所長

の東日本大震災、地震

と津波、そして原発破壊と二重、三重の災害により、多数の被災者が避難生活を余儀なく

さて、氏家前所長がイナ・ヴォイスに対し、特に熱い思いで在任中取り組まれた経過を知

 

氏家所長が取り組まれた事柄の中で特に、イナ・ヴォイスと校友会連絡協議会との交流を

図って横の連携が強化されたこと、又現役生もイナ・ヴォイス委員に参加することで時間

軸のつながりが強化されたこと、この２つが大きく改革された内容と理解しました。

今後、この改革路線を強化・推進すると同時に登録団体・個人による日々の地域ボランテ

ィア活動を活発化させ、イナ・ヴォイス、校友会連絡協議会そして伊奈学園が三位一体と

り地域に密着したいきがい大学伊奈学園として充実を図って行きたい 

行くことがイナ・ヴォイスの存在を、また登録団体の活動範囲を更に広めるために特に重

て、従来の管理、広報、事務部門の他に、今年度は新たに「活動

支援部」を設けました。この新組織を軸に、登録団体・個人の活動を外部の需要先に知ら

引き続いて実施した「ボランティア活動発表会」による在校生への大いなる刺激、等々、

学園の価値は実に卒業生が決めていることを実感させていただきました。これらのご支援

皆様には、今後ともご健勝にて一層の青春を謳歌されることを祈りつつ、御礼のご挨拶と

所長 渡辺春男

の東日本大震災、地震

と津波、そして原発破壊と二重、三重の災害により、多数の被災者が避難生活を余儀なく

さて、氏家前所長がイナ・ヴォイスに対し、特に熱い思いで在任中取り組まれた経過を知

氏家所長が取り組まれた事柄の中で特に、イナ・ヴォイスと校友会連絡協議会との交流を

ることで時間

軸のつながりが強化されたこと、この２つが大きく改革された内容と理解しました。 

今後、この改革路線を強化・推進すると同時に登録団体・個人による日々の地域ボランテ

ィア活動を活発化させ、イナ・ヴォイス、校友会連絡協議会そして伊奈学園が三位一体と

渡辺春男 

の東日本大震災、地震



 

氏家所長イナ・ヴォイスに多大の貢献 

寄稿：伊奈学園１７期 元イナ・ヴォイス委員 岩上 馨一 

このたび、伊奈学園所長氏家健也氏が退任さることとなり、３月３日ひな祭りの夕べに

大宮の東天紅において送別会が行われ出席しました。イナ・ヴォイス関係者など４０名が

参加され、１９期の中山代表の司会進行によって終始和やかな内に大いに盛り上がりを見

せました。 

氏家所長は我々１７期卒業後に

環境科学国際センター事務局長か

ら着任されました。環境にも造詣

の深い方と見ましたので、今年２

月に開催された県河川交流会の帽

子を記念にプレゼントさせて頂き

ました。 

氏家所長は、１８期～２０期と

専科２期生卒業までの３年間、熟

年学生の教育指導に尽力されまし

た。この間、何事も熱意をこめて

積極的に学生指導や伊奈連協関係

事業に取り組まれ、特にイナ・ヴ

ォイスについては、その設立目的

といきがい大学の趣旨の連接を一層強化されて、学生卒業後のボランティア活動を推進で

きるようなルートの開拓に鋭意努力されたことが強く印象に残っています。 

従来は卒業と同時にイナ・ヴォイス委員となっていた制度を、思い切って専科学生を含

む現役学生からも参加することに改善されたこと、紆余曲折を経ての伊奈連協・学生との

統合ボランティア活動発表会開催などの画期的な実績が残されています。 

もっとも、第１回イナ・ヴォイス独自のボランティア活動発表会の立役者の自分として

は、余り愉快ではありませんでしたが、熟慮すれば施設借用費・日程の重複回避と効率性・

人的資源の同一性（出所は一つ）に基づく伊奈連協とのコラボと連携強化策等の観点から

より適切妥当であって望ましい社会貢献推進団体の姿であると考えられました。 

氏家所長の英断と実行力そして大きな功績に対して心から敬意を表しますとともに、今

後イナ・ヴォイスが氏家所長の貴重な遺産を基盤に、その登録団体・個人のボランティア

活動を大いに奨励・推進し、活動内容の拡充発展に向けて邁進されることを切にお祈り申

し上げます。 

 

 

 

 



●伊奈ボランティアニュース２７号（平成２３年１２月） 

特集 第２回 ボランティア活動 発表会を開催  

日ごろのボランティア活動、熟達した芸・技に感動  

第2回ボランティア活動発表会を平成23年10月21日（金）に開催をいたしました。ボランテ

ィア発表会には、日ごろボランティア活動を行っている、１５３名の皆様にご出演を頂き、盛

り上がった１日となりました。ご来場の伊那学園校友会ＯＢ、学園在校生、そして一般来場の

皆さんに、ボランティア発表会についてのアンケート調査をお願いしました。  

1、 開催の目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

伊奈学園を卒業後、長年蓄積した経験を踏まえ、ボランティア活動を率先推進されている団

体・個人の活動を紹介し、伊奈学園在校生への道標として、また外部関係者の老人福祉施設、

幼稚園、小・中学校、福祉連絡協議会、公共機関などには、伊奈学園卒業生の地域に於けるボ

ランティア活動をご紹介し、ご理解を深めて頂くことでボランティア活動の場所が広がること

を目的として開催しました。  

2、発表会の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

（１）名称 彩の国 いきがい大学 伊奈学園 第2回 ボランティア活動 発表会  

（２）共催 彩の国 いきがい大学 伊奈学園 校友会 連絡協議会  

彩の国 いきがい大学 伊奈学園  

いきがい大学 伊奈学園 ボランティア情報センター（イナ・ヴォイス）  

（３）会場 埼玉県 県民活動 総合センター（小ホール）  

３、発表会の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●伊奈ボランティア

専科第１期

—歌詞に合わせた手話と間奏の調べに舞うダンス

（於；介護老人保健施設「あすか」さいたま市見沼区染谷）

◆平成24

ちておりました。会場でお待ちになる今日の

り」のチェックに勤しむメンバーの表情は、真剣さと飛び切りの笑顔と自信が交互になりこの

上なく輝いて見えたのです。

定刻、広い窓から光が差し込む２階の明るい会場では、既にご入居の皆様方１９名が車椅子で

詰めて居られます。会代表川口昭士さん

が「一緒に楽しいひと時を」と優しさ一

杯の挨拶をされた後、「四季の歌」で手

話ダンスの演技はスタートしました。先

ず、客席の皆様はﾋﾟﾝｸ色と黄色のメンバ

ーのＴシャツに目を見張り、ダンスの動

きを追うように、頭が左右に振れ、興味

を示されるのが分るので

◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景

こそ、ご出演おひとりおひとりの替えがたい喜びではないでしょうか。

こう」の頃には会場の温もりに引かれる様に

◆「みんなと合唱」の場面では、男性のＴさんが一歩前で歌に纏わるエピソードを幾つか語り、

そして「大き

が」「早春賦」と唄い進めました。

曲の合間では一呼吸のタイミングで、３拍子のリズム

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

は胸を打たれました。

◆「見上げてごらん夜の星」「ふるさと」の曲が流れる頃には、星や山

と客席に出ました。

したのです。「元気を差し上げに運んだ積りが、逆に元気を頂きました。」心の通い合いを確

かに胸に収めた感動の一日でした。

 

伊奈ボランティア

専科第１期 手話ダンス同好会

—歌詞に合わせた手話と間奏の調べに舞うダンス

（於；介護老人保健施設「あすか」さいたま市見沼区染谷）

24年2月7日（火）午後

ちておりました。会場でお待ちになる今日の

り」のチェックに勤しむメンバーの表情は、真剣さと飛び切りの笑顔と自信が交互になりこの

上なく輝いて見えたのです。

定刻、広い窓から光が差し込む２階の明るい会場では、既にご入居の皆様方１９名が車椅子で

詰めて居られます。会代表川口昭士さん

が「一緒に楽しいひと時を」と優しさ一

杯の挨拶をされた後、「四季の歌」で手

話ダンスの演技はスタートしました。先

ず、客席の皆様はﾋﾟﾝｸ色と黄色のメンバ

ーのＴシャツに目を見張り、ダンスの動

きを追うように、頭が左右に振れ、興味

を示されるのが分るので

◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景

こそ、ご出演おひとりおひとりの替えがたい喜びではないでしょうか。

こう」の頃には会場の温もりに引かれる様に

◆「みんなと合唱」の場面では、男性のＴさんが一歩前で歌に纏わるエピソードを幾つか語り、

そして「大きな声で元気に」と呼び掛け、施設の用意した歌集の「冬の星座」、「どこかで春

が」「早春賦」と唄い進めました。

曲の合間では一呼吸のタイミングで、３拍子のリズム

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

は胸を打たれました。

◆「見上げてごらん夜の星」「ふるさと」の曲が流れる頃には、星や山

と客席に出ました。3

したのです。「元気を差し上げに運んだ積りが、逆に元気を頂きました。」心の通い合いを確

かに胸に収めた感動の一日でした。

伊奈ボランティアニュース２８

手話ダンス同好会

—歌詞に合わせた手話と間奏の調べに舞うダンス

（於；介護老人保健施設「あすか」さいたま市見沼区染谷）

日（火）午後

ちておりました。会場でお待ちになる今日の

り」のチェックに勤しむメンバーの表情は、真剣さと飛び切りの笑顔と自信が交互になりこの

上なく輝いて見えたのです。  

定刻、広い窓から光が差し込む２階の明るい会場では、既にご入居の皆様方１９名が車椅子で

詰めて居られます。会代表川口昭士さん

が「一緒に楽しいひと時を」と優しさ一

杯の挨拶をされた後、「四季の歌」で手

話ダンスの演技はスタートしました。先

ず、客席の皆様はﾋﾟﾝｸ色と黄色のメンバ

ーのＴシャツに目を見張り、ダンスの動

きを追うように、頭が左右に振れ、興味

を示されるのが分るのでした。

◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景

こそ、ご出演おひとりおひとりの替えがたい喜びではないでしょうか。

こう」の頃には会場の温もりに引かれる様に

◆「みんなと合唱」の場面では、男性のＴさんが一歩前で歌に纏わるエピソードを幾つか語り、

な声で元気に」と呼び掛け、施設の用意した歌集の「冬の星座」、「どこかで春

が」「早春賦」と唄い進めました。

曲の合間では一呼吸のタイミングで、３拍子のリズム

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

は胸を打たれました。  

◆「見上げてごらん夜の星」「ふるさと」の曲が流れる頃には、星や山

3 時前「今日の日はさようなら」で締め、メンバーは惜しまれながら退出

したのです。「元気を差し上げに運んだ積りが、逆に元気を頂きました。」心の通い合いを確

かに胸に収めた感動の一日でした。

２８号（平成２４年５月）

手話ダンス同好会

—歌詞に合わせた手話と間奏の調べに舞うダンス

（於；介護老人保健施設「あすか」さいたま市見沼区染谷）

日（火）午後2時開演の１時間前、控室では既に同好会の皆さんの熱気が満

ちておりました。会場でお待ちになる今日の

り」のチェックに勤しむメンバーの表情は、真剣さと飛び切りの笑顔と自信が交互になりこの

 

定刻、広い窓から光が差し込む２階の明るい会場では、既にご入居の皆様方１９名が車椅子で

詰めて居られます。会代表川口昭士さん

が「一緒に楽しいひと時を」と優しさ一

杯の挨拶をされた後、「四季の歌」で手

話ダンスの演技はスタートしました。先

ず、客席の皆様はﾋﾟﾝｸ色と黄色のメンバ

ーのＴシャツに目を見張り、ダンスの動

きを追うように、頭が左右に振れ、興味

した。  

◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景

こそ、ご出演おひとりおひとりの替えがたい喜びではないでしょうか。

こう」の頃には会場の温もりに引かれる様に

◆「みんなと合唱」の場面では、男性のＴさんが一歩前で歌に纏わるエピソードを幾つか語り、

な声で元気に」と呼び掛け、施設の用意した歌集の「冬の星座」、「どこかで春

が」「早春賦」と唄い進めました。  

曲の合間では一呼吸のタイミングで、３拍子のリズム

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

◆「見上げてごらん夜の星」「ふるさと」の曲が流れる頃には、星や山

時前「今日の日はさようなら」で締め、メンバーは惜しまれながら退出

したのです。「元気を差し上げに運んだ積りが、逆に元気を頂きました。」心の通い合いを確

かに胸に収めた感動の一日でした。 【活動支援部・玉置貞明訪問取材

（平成２４年５月）

手話ダンス同好会  

—歌詞に合わせた手話と間奏の調べに舞うダンス!!—

（於；介護老人保健施設「あすか」さいたま市見沼区染谷）

時開演の１時間前、控室では既に同好会の皆さんの熱気が満

ちておりました。会場でお待ちになる今日の“お客様

り」のチェックに勤しむメンバーの表情は、真剣さと飛び切りの笑顔と自信が交互になりこの

定刻、広い窓から光が差し込む２階の明るい会場では、既にご入居の皆様方１９名が車椅子で

◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景

こそ、ご出演おひとりおひとりの替えがたい喜びではないでしょうか。

こう」の頃には会場の温もりに引かれる様に5，6人増え

◆「みんなと合唱」の場面では、男性のＴさんが一歩前で歌に纏わるエピソードを幾つか語り、

な声で元気に」と呼び掛け、施設の用意した歌集の「冬の星座」、「どこかで春

曲の合間では一呼吸のタイミングで、３拍子のリズム

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

◆「見上げてごらん夜の星」「ふるさと」の曲が流れる頃には、星や山

時前「今日の日はさようなら」で締め、メンバーは惜しまれながら退出

したのです。「元気を差し上げに運んだ積りが、逆に元気を頂きました。」心の通い合いを確

【活動支援部・玉置貞明訪問取材

（平成２４年５月） 

—  

（於；介護老人保健施設「あすか」さいたま市見沼区染谷）  

時開演の１時間前、控室では既に同好会の皆さんの熱気が満

お客様”に最高の温もりをお届けしたいと、「振

り」のチェックに勤しむメンバーの表情は、真剣さと飛び切りの笑顔と自信が交互になりこの

定刻、広い窓から光が差し込む２階の明るい会場では、既にご入居の皆様方１９名が車椅子で

◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景

こそ、ご出演おひとりおひとりの替えがたい喜びではないでしょうか。

人増え25人に。

◆「みんなと合唱」の場面では、男性のＴさんが一歩前で歌に纏わるエピソードを幾つか語り、

な声で元気に」と呼び掛け、施設の用意した歌集の「冬の星座」、「どこかで春

曲の合間では一呼吸のタイミングで、３拍子のリズム1,2,3の手振りを客席の皆様をお誘いし

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

◆「見上げてごらん夜の星」「ふるさと」の曲が流れる頃には、星や山

時前「今日の日はさようなら」で締め、メンバーは惜しまれながら退出

したのです。「元気を差し上げに運んだ積りが、逆に元気を頂きました。」心の通い合いを確

【活動支援部・玉置貞明訪問取材

 

時開演の１時間前、控室では既に同好会の皆さんの熱気が満

に最高の温もりをお届けしたいと、「振

り」のチェックに勤しむメンバーの表情は、真剣さと飛び切りの笑顔と自信が交互になりこの

定刻、広い窓から光が差し込む２階の明るい会場では、既にご入居の皆様方１９名が車椅子で

◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景

こそ、ご出演おひとりおひとりの替えがたい喜びではないでしょうか。3

人に。  

◆「みんなと合唱」の場面では、男性のＴさんが一歩前で歌に纏わるエピソードを幾つか語り、

な声で元気に」と呼び掛け、施設の用意した歌集の「冬の星座」、「どこかで春

の手振りを客席の皆様をお誘いし

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

や脳トレの要素も披露される

のでした。

演技者の何人かが、客席に廻

り車椅子の傍らに寄り、恰も

自分の父母に添う様に、一緒

に歌詞を追い口ずさむ情景に

◆「見上げてごらん夜の星」「ふるさと」の曲が流れる頃には、星や山や川の手話動作が自然

時前「今日の日はさようなら」で締め、メンバーは惜しまれながら退出

したのです。「元気を差し上げに運んだ積りが、逆に元気を頂きました。」心の通い合いを確

【活動支援部・玉置貞明訪問取材 

時開演の１時間前、控室では既に同好会の皆さんの熱気が満

に最高の温もりをお届けしたいと、「振

り」のチェックに勤しむメンバーの表情は、真剣さと飛び切りの笑顔と自信が交互になりこの

定刻、広い窓から光が差し込む２階の明るい会場では、既にご入居の皆様方１９名が車椅子で

◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景

3曲目「上を向いて歩

◆「みんなと合唱」の場面では、男性のＴさんが一歩前で歌に纏わるエピソードを幾つか語り、

な声で元気に」と呼び掛け、施設の用意した歌集の「冬の星座」、「どこかで春

の手振りを客席の皆様をお誘いし

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

や脳トレの要素も披露される

のでした。  

演技者の何人かが、客席に廻

り車椅子の傍らに寄り、恰も

自分の父母に添う様に、一緒

に歌詞を追い口ずさむ情景に

や川の手話動作が自然

時前「今日の日はさようなら」で締め、メンバーは惜しまれながら退出

したのです。「元気を差し上げに運んだ積りが、逆に元気を頂きました。」心の通い合いを確
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定刻、広い窓から光が差し込む２階の明るい会場では、既にご入居の皆様方１９名が車椅子で

◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景
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な声で元気に」と呼び掛け、施設の用意した歌集の「冬の星座」、「どこかで春

の手振りを客席の皆様をお誘いし

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

や脳トレの要素も披露される
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や川の手話動作が自然
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◆「みんなと実技」の場面では、「夕焼け小焼け」の手話ダンスの後、女性のＳさんが歌詞と

手話動作の表現を腕・手・指を使い、型を見せて易しく解説されました。客席のあちらこちら

で、説明の振りに習い次々と手振りをする方が増してくるのが感動的でした。このような情景

◆「みんなと合唱」の場面では、男性のＴさんが一歩前で歌に纏わるエピソードを幾つか語り、

な声で元気に」と呼び掛け、施設の用意した歌集の「冬の星座」、「どこかで春

一緒に練習を。更に右腕と左腕を別々に動かし気分転換を図る配慮も見せ、日常では無い動作

や脳トレの要素も披露される

演技者の何人かが、客席に廻

り車椅子の傍らに寄り、恰も

自分の父母に添う様に、一緒

に歌詞を追い口ずさむ情景に

や川の手話動作が自然

時前「今日の日はさようなら」で締め、メンバーは惜しまれながら退出

したのです。「元気を差し上げに運んだ積りが、逆に元気を頂きました。」心の通い合いを確



●伊奈ボランティアニュース３０号（平成２４年１２月） 

《特集》第３回ボランティア活動発表会を開催 

熱のこもった熟達した芸･技に会場は感動の拍手 

平成２４年１０月２６日（金）にボランティア活動発表会を県民活動総合センターにて開催

いたしました。発表会には団体名簿に登録された６２団体の中、１８団体・個人のご出演をい

ただき、各発表のご活躍振りに昨年よりより多くの入場をいただいた観客席は感動し、大変盛

り上がった一日となりました。 

１．開催の目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

伊奈学園を卒業後、長年蓄積した経験を踏まえ相互交流を図り、ボランティア活動を率先推進

されておられる団体・個人を紹介し、伊奈学園在校生への道標として、また外部関係者の老人

福祉施設、幼稚園、小・中学校、社会福祉連絡協議会、公共機関などには、伊奈学園卒業生の

地域に於けるボランティア活動についてご理解を深めていただくことでボランティア活動の

場所が広がることを目的として開催しました。 

２．発表会の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●伊奈ボランティア

“手話ダンス同好会

１２月２０日、蓮田市の

施設の代表者の方のお話では、１０月のボランテア発表会に来られ１８チーム全部の演技

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ

スに申し込まれたそうです。大変名誉なことで私達も喜んで訪問させて頂きました。

当日に会場に集まった方は女性２０名、男性７名の２７名でした。デーサービスの方です

ので、皆さんお元気そうな方がほとん

どでした。

会場には一段高くなった演台があり、

見晴らしの良い場所で演技をさせて

頂きました。舞台を華やかにしようと

私達は赤、緑、黄の色とりどりのＴシ

ャツを着、バンダナを首に巻き登場し

ました。そして手話ダンスの紹介をす

ると皆さんこれから、何が始まるのか

興味深そうに私達を注視していまし

た。 

まず私達は四季の歌を踊りました。芹

洋子さんの美しい歌声に合わせて手話ダンスをすると、会場の皆さんうっとりと見てくだ

さいました。次になつかしい童謡夕焼け小焼けを踊りました。これはやさしい手話なので

会場の皆様に歌詞に合わせ一つひとつ手話の解

アンコールの声が出始めたため、要望のあった

技を終了しました。

演技後、園の責任者の方とお話ししたところ、会場の方達は大変盛り上がり期待どおりだ

ったとの感想をお聞きして、ほっとすると同時にやりがいを感じました。

私達は施設の方一人ひとりと堅い握手を交わし、再会を誓って施設を後にしました。

（事務局塙恒雄取材記）

伊奈ボランティア

手話ダンス同好会

１２月２０日、蓮田市の

施設の代表者の方のお話では、１０月のボランテア発表会に来られ１８チーム全部の演技

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ

スに申し込まれたそうです。大変名誉なことで私達も喜んで訪問させて頂きました。

当日に会場に集まった方は女性２０名、男性７名の２７名でした。デーサービスの方です

ので、皆さんお元気そうな方がほとん

どでした。 

会場には一段高くなった演台があり、

見晴らしの良い場所で演技をさせて

頂きました。舞台を華やかにしようと

私達は赤、緑、黄の色とりどりのＴシ

ャツを着、バンダナを首に巻き登場し

ました。そして手話ダンスの紹介をす

ると皆さんこれから、何が始まるのか

興味深そうに私達を注視していまし

まず私達は四季の歌を踊りました。芹

洋子さんの美しい歌声に合わせて手話ダンスをすると、会場の皆さんうっとりと見てくだ

さいました。次になつかしい童謡夕焼け小焼けを踊りました。これはやさしい手話なので

会場の皆様に歌詞に合わせ一つひとつ手話の解

アンコールの声が出始めたため、要望のあった

技を終了しました。

演技後、園の責任者の方とお話ししたところ、会場の方達は大変盛り上がり期待どおりだ

ったとの感想をお聞きして、ほっとすると同時にやりがいを感じました。

私達は施設の方一人ひとりと堅い握手を交わし、再会を誓って施設を後にしました。

（事務局塙恒雄取材記）

伊奈ボランティアニュース３２

手話ダンス同好会”活動報告

１２月２０日、蓮田市の“デーサービス、フローラ蓮田

施設の代表者の方のお話では、１０月のボランテア発表会に来られ１８チーム全部の演技

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ

スに申し込まれたそうです。大変名誉なことで私達も喜んで訪問させて頂きました。

当日に会場に集まった方は女性２０名、男性７名の２７名でした。デーサービスの方です

ので、皆さんお元気そうな方がほとん

会場には一段高くなった演台があり、

見晴らしの良い場所で演技をさせて

頂きました。舞台を華やかにしようと

私達は赤、緑、黄の色とりどりのＴシ

ャツを着、バンダナを首に巻き登場し

ました。そして手話ダンスの紹介をす

ると皆さんこれから、何が始まるのか

興味深そうに私達を注視していまし

まず私達は四季の歌を踊りました。芹

洋子さんの美しい歌声に合わせて手話ダンスをすると、会場の皆さんうっとりと見てくだ

さいました。次になつかしい童謡夕焼け小焼けを踊りました。これはやさしい手話なので

会場の皆様に歌詞に合わせ一つひとつ手話の解

アンコールの声が出始めたため、要望のあった

技を終了しました。 

演技後、園の責任者の方とお話ししたところ、会場の方達は大変盛り上がり期待どおりだ

ったとの感想をお聞きして、ほっとすると同時にやりがいを感じました。

私達は施設の方一人ひとりと堅い握手を交わし、再会を誓って施設を後にしました。

（事務局塙恒雄取材記） 

３２号（平成２５年

活動報告 

デーサービス、フローラ蓮田

施設の代表者の方のお話では、１０月のボランテア発表会に来られ１８チーム全部の演技

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ

スに申し込まれたそうです。大変名誉なことで私達も喜んで訪問させて頂きました。

当日に会場に集まった方は女性２０名、男性７名の２７名でした。デーサービスの方です

ので、皆さんお元気そうな方がほとん

会場には一段高くなった演台があり、

見晴らしの良い場所で演技をさせて

頂きました。舞台を華やかにしようと

私達は赤、緑、黄の色とりどりのＴシ

ャツを着、バンダナを首に巻き登場し

ました。そして手話ダンスの紹介をす

ると皆さんこれから、何が始まるのか

興味深そうに私達を注視していまし

まず私達は四季の歌を踊りました。芹

洋子さんの美しい歌声に合わせて手話ダンスをすると、会場の皆さんうっとりと見てくだ

さいました。次になつかしい童謡夕焼け小焼けを踊りました。これはやさしい手話なので

会場の皆様に歌詞に合わせ一つひとつ手話の解

アンコールの声が出始めたため、要望のあった

演技後、園の責任者の方とお話ししたところ、会場の方達は大変盛り上がり期待どおりだ

ったとの感想をお聞きして、ほっとすると同時にやりがいを感じました。

私達は施設の方一人ひとりと堅い握手を交わし、再会を誓って施設を後にしました。

（平成２５年５

デーサービス、フローラ蓮田

施設の代表者の方のお話では、１０月のボランテア発表会に来られ１８チーム全部の演技

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ

スに申し込まれたそうです。大変名誉なことで私達も喜んで訪問させて頂きました。

当日に会場に集まった方は女性２０名、男性７名の２７名でした。デーサービスの方です

洋子さんの美しい歌声に合わせて手話ダンスをすると、会場の皆さんうっとりと見てくだ

さいました。次になつかしい童謡夕焼け小焼けを踊りました。これはやさしい手話なので

会場の皆様に歌詞に合わせ一つひとつ手話の解説をしていきました。説明後皆様と一緒に

音楽に合わせ踊りました。皆さん楽しそうに

上手に手を振って踊ってくれました。笑顔が

とても印象的でした。

手話ダンスの途中に、懐かしい童謡歌３曲を

皆さんと一緒に歌いました。皆さん童心に帰

って大きな声で楽しく歌ってくれました。中

央の女性の方は身を乗り出し大声で首を振り

ふり歌われていました。引き続き手話ダンス

３曲を踊りました。

予定の時間４０分を過ぎ、皆さんなごり惜し

そうに大きな拍手をしてくれました。自然に

アンコールの声が出始めたため、要望のあった“ふるさと

演技後、園の責任者の方とお話ししたところ、会場の方達は大変盛り上がり期待どおりだ

ったとの感想をお聞きして、ほっとすると同時にやりがいを感じました。

私達は施設の方一人ひとりと堅い握手を交わし、再会を誓って施設を後にしました。

５月） 

デーサービス、フローラ蓮田”を訪問しました。

施設の代表者の方のお話では、１０月のボランテア発表会に来られ１８チーム全部の演技

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ

スに申し込まれたそうです。大変名誉なことで私達も喜んで訪問させて頂きました。

当日に会場に集まった方は女性２０名、男性７名の２７名でした。デーサービスの方です

洋子さんの美しい歌声に合わせて手話ダンスをすると、会場の皆さんうっとりと見てくだ

さいました。次になつかしい童謡夕焼け小焼けを踊りました。これはやさしい手話なので

説をしていきました。説明後皆様と一緒に

音楽に合わせ踊りました。皆さん楽しそうに

上手に手を振って踊ってくれました。笑顔が

とても印象的でした。

手話ダンスの途中に、懐かしい童謡歌３曲を

皆さんと一緒に歌いました。皆さん童心に帰

って大きな声で楽しく歌ってくれました。中

央の女性の方は身を乗り出し大声で首を振り

ふり歌われていました。引き続き手話ダンス

３曲を踊りました。

予定の時間４０分を過ぎ、皆さんなごり惜し

そうに大きな拍手をしてくれました。自然に

ふるさと”

演技後、園の責任者の方とお話ししたところ、会場の方達は大変盛り上がり期待どおりだ

ったとの感想をお聞きして、ほっとすると同時にやりがいを感じました。

私達は施設の方一人ひとりと堅い握手を交わし、再会を誓って施設を後にしました。

を訪問しました。

施設の代表者の方のお話では、１０月のボランテア発表会に来られ１８チーム全部の演技

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ

スに申し込まれたそうです。大変名誉なことで私達も喜んで訪問させて頂きました。

当日に会場に集まった方は女性２０名、男性７名の２７名でした。デーサービスの方です

洋子さんの美しい歌声に合わせて手話ダンスをすると、会場の皆さんうっとりと見てくだ

さいました。次になつかしい童謡夕焼け小焼けを踊りました。これはやさしい手話なので

説をしていきました。説明後皆様と一緒に

音楽に合わせ踊りました。皆さん楽しそうに

上手に手を振って踊ってくれました。笑顔が

とても印象的でした。 

手話ダンスの途中に、懐かしい童謡歌３曲を

皆さんと一緒に歌いました。皆さん童心に帰

って大きな声で楽しく歌ってくれました。中

央の女性の方は身を乗り出し大声で首を振り

ふり歌われていました。引き続き手話ダンス

３曲を踊りました。 

予定の時間４０分を過ぎ、皆さんなごり惜し

そうに大きな拍手をしてくれました。自然に

”を踊り、盛大な拍手

演技後、園の責任者の方とお話ししたところ、会場の方達は大変盛り上がり期待どおりだ

ったとの感想をお聞きして、ほっとすると同時にやりがいを感じました。

私達は施設の方一人ひとりと堅い握手を交わし、再会を誓って施設を後にしました。

を訪問しました。 

施設の代表者の方のお話では、１０月のボランテア発表会に来られ１８チーム全部の演技

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ

スに申し込まれたそうです。大変名誉なことで私達も喜んで訪問させて頂きました。

当日に会場に集まった方は女性２０名、男性７名の２７名でした。デーサービスの方です

洋子さんの美しい歌声に合わせて手話ダンスをすると、会場の皆さんうっとりと見てくだ

さいました。次になつかしい童謡夕焼け小焼けを踊りました。これはやさしい手話なので

説をしていきました。説明後皆様と一緒に

音楽に合わせ踊りました。皆さん楽しそうに

上手に手を振って踊ってくれました。笑顔が

手話ダンスの途中に、懐かしい童謡歌３曲を

皆さんと一緒に歌いました。皆さん童心に帰

って大きな声で楽しく歌ってくれました。中

央の女性の方は身を乗り出し大声で首を振り

ふり歌われていました。引き続き手話ダンス

予定の時間４０分を過ぎ、皆さんなごり惜し

そうに大きな拍手をしてくれました。自然に

を踊り、盛大な拍手

演技後、園の責任者の方とお話ししたところ、会場の方達は大変盛り上がり期待どおりだ

ったとの感想をお聞きして、ほっとすると同時にやりがいを感じました。 

私達は施設の方一人ひとりと堅い握手を交わし、再会を誓って施設を後にしました。

施設の代表者の方のお話では、１０月のボランテア発表会に来られ１８チーム全部の演技

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ

スに申し込まれたそうです。大変名誉なことで私達も喜んで訪問させて頂きました。 

当日に会場に集まった方は女性２０名、男性７名の２７名でした。デーサービスの方です

洋子さんの美しい歌声に合わせて手話ダンスをすると、会場の皆さんうっとりと見てくだ

さいました。次になつかしい童謡夕焼け小焼けを踊りました。これはやさしい手話なので

説をしていきました。説明後皆様と一緒に

音楽に合わせ踊りました。皆さん楽しそうに

上手に手を振って踊ってくれました。笑顔が

手話ダンスの途中に、懐かしい童謡歌３曲を

皆さんと一緒に歌いました。皆さん童心に帰

って大きな声で楽しく歌ってくれました。中

央の女性の方は身を乗り出し大声で首を振り

ふり歌われていました。引き続き手話ダンス

予定の時間４０分を過ぎ、皆さんなごり惜し

そうに大きな拍手をしてくれました。自然に

を踊り、盛大な拍手のもと演

演技後、園の責任者の方とお話ししたところ、会場の方達は大変盛り上がり期待どおりだ

私達は施設の方一人ひとりと堅い握手を交わし、再会を誓って施設を後にしました。 

を見て、私達の手話ダンスに感動し是非施設で演技を披露して欲しいと思い、イナ･ヴォイ



●伊奈ボランティア

手話ダンス同好会”活動報告

＝ 蓮田市の“デイサービス

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介

を経て決定しました。会場のデイルームはハワイをイメージした絵、飾り、カーテン等を

施した明るく開放的な部屋でした。この広い会場には女性

スに座って、今か今かと一段高くなっているステージに注目している様子でした。

ステージ上にカラフルな

皆さんが登場し、先ず元気よく挨拶する

と、皆さん拍手や笑顔で答えてくれまし

た。 

最初に手話ダンスを紹介し

“四季の歌”に合せて手振りで手話をし

ながら手話ダンスを踊りました。すると

皆さんは芹洋子さんの透通った歌声と

色鮮やかな服装で手話ダンスをするボ

ランティアの皆さんの姿にすっかり魅

せられた様子でした。

次に、懐かしい童謡“夕焼け小焼け”

を１曲踊り、次に歌詞に合せて手振りの一つ一つの意味を丁寧に説明し、再度この曲を会

場の皆さんと共に踊ると、手振りよろしく身体を動かし始める人もいて、会場は和やかな

雰囲気に包まれてきました。

ながら踊りました。用意したアンコール曲はこれで終了し、会場の皆さんからの盛大な拍

手の中で終了となりました。手話ダンス同好会のメンバーはステージ上でお別れの挨拶を

し、次に全員ステージから降りて、会場の皆さん一

交わしお互いの健康とまた会えるよう約束していました。今回手話ダンス同好会の活動現

場を取材し、ボランティア活動をすることは如何にして観客の皆さんと一緒に楽しみ心の

触れ合いをしていくか、ということを深く感じました。【広報部

伊奈ボランティア

手話ダンス同好会”活動報告

蓮田市の“デイサービス

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介

を経て決定しました。会場のデイルームはハワイをイメージした絵、飾り、カーテン等を

施した明るく開放的な部屋でした。この広い会場には女性

スに座って、今か今かと一段高くなっているステージに注目している様子でした。

ステージ上にカラフルな

皆さんが登場し、先ず元気よく挨拶する

と、皆さん拍手や笑顔で答えてくれまし

最初に手話ダンスを紹介し

“四季の歌”に合せて手振りで手話をし

ながら手話ダンスを踊りました。すると

皆さんは芹洋子さんの透通った歌声と

色鮮やかな服装で手話ダンスをするボ

ランティアの皆さんの姿にすっかり魅

せられた様子でした。

次に、懐かしい童謡“夕焼け小焼け”

を１曲踊り、次に歌詞に合せて手振りの一つ一つの意味を丁寧に説明し、再度この曲を会

場の皆さんと共に踊ると、手振りよろしく身体を動かし始める人もいて、会場は和やかな

雰囲気に包まれてきました。

ながら踊りました。用意したアンコール曲はこれで終了し、会場の皆さんからの盛大な拍

手の中で終了となりました。手話ダンス同好会のメンバーはステージ上でお別れの挨拶を

し、次に全員ステージから降りて、会場の皆さん一

交わしお互いの健康とまた会えるよう約束していました。今回手話ダンス同好会の活動現

場を取材し、ボランティア活動をすることは如何にして観客の皆さんと一緒に楽しみ心の

触れ合いをしていくか、ということを深く感じました。【広報部

伊奈ボランティアニュース３３

手話ダンス同好会”活動報告

蓮田市の“デイサービス フローラ蓮田”平成

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介

を経て決定しました。会場のデイルームはハワイをイメージした絵、飾り、カーテン等を

施した明るく開放的な部屋でした。この広い会場には女性

スに座って、今か今かと一段高くなっているステージに注目している様子でした。

ステージ上にカラフルなT シャツにバンダナを首に巻いた姿の手話ダンス同好会

皆さんが登場し、先ず元気よく挨拶する

と、皆さん拍手や笑顔で答えてくれまし

最初に手話ダンスを紹介してから､

“四季の歌”に合せて手振りで手話をし

ながら手話ダンスを踊りました。すると

皆さんは芹洋子さんの透通った歌声と

色鮮やかな服装で手話ダンスをするボ

ランティアの皆さんの姿にすっかり魅

せられた様子でした。 

次に、懐かしい童謡“夕焼け小焼け”

を１曲踊り、次に歌詞に合せて手振りの一つ一つの意味を丁寧に説明し、再度この曲を会

場の皆さんと共に踊ると、手振りよろしく身体を動かし始める人もいて、会場は和やかな

雰囲気に包まれてきました。 

ながら踊りました。用意したアンコール曲はこれで終了し、会場の皆さんからの盛大な拍

手の中で終了となりました。手話ダンス同好会のメンバーはステージ上でお別れの挨拶を

し、次に全員ステージから降りて、会場の皆さん一

交わしお互いの健康とまた会えるよう約束していました。今回手話ダンス同好会の活動現

場を取材し、ボランティア活動をすることは如何にして観客の皆さんと一緒に楽しみ心の

触れ合いをしていくか、ということを深く感じました。【広報部

３３号（平成２５年８月）

手話ダンス同好会”活動報告 

フローラ蓮田”平成

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介

を経て決定しました。会場のデイルームはハワイをイメージした絵、飾り、カーテン等を

施した明るく開放的な部屋でした。この広い会場には女性

スに座って、今か今かと一段高くなっているステージに注目している様子でした。

シャツにバンダナを首に巻いた姿の手話ダンス同好会

皆さんが登場し、先ず元気よく挨拶する

と、皆さん拍手や笑顔で答えてくれまし

てから､

“四季の歌”に合せて手振りで手話をし

ながら手話ダンスを踊りました。すると

皆さんは芹洋子さんの透通った歌声と

色鮮やかな服装で手話ダンスをするボ

ランティアの皆さんの姿にすっかり魅

次に、懐かしい童謡“夕焼け小焼け”

を１曲踊り、次に歌詞に合せて手振りの一つ一つの意味を丁寧に説明し、再度この曲を会

場の皆さんと共に踊ると、手振りよろしく身体を動かし始める人もいて、会場は和やかな

 

ながら踊りました。用意したアンコール曲はこれで終了し、会場の皆さんからの盛大な拍

手の中で終了となりました。手話ダンス同好会のメンバーはステージ上でお別れの挨拶を

し、次に全員ステージから降りて、会場の皆さん一

交わしお互いの健康とまた会えるよう約束していました。今回手話ダンス同好会の活動現

場を取材し、ボランティア活動をすることは如何にして観客の皆さんと一緒に楽しみ心の

触れ合いをしていくか、ということを深く感じました。【広報部

（平成２５年８月）

フローラ蓮田”平成25 

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介

を経て決定しました。会場のデイルームはハワイをイメージした絵、飾り、カーテン等を

施した明るく開放的な部屋でした。この広い会場には女性

スに座って、今か今かと一段高くなっているステージに注目している様子でした。

シャツにバンダナを首に巻いた姿の手話ダンス同好会

皆さんが登場し、先ず元気よく挨拶する

と、皆さん拍手や笑顔で答えてくれまし

“四季の歌”に合せて手振りで手話をし

ながら手話ダンスを踊りました。すると

次に、懐かしい童謡“夕焼け小焼け”

を１曲踊り、次に歌詞に合せて手振りの一つ一つの意味を丁寧に説明し、再度この曲を会

場の皆さんと共に踊ると、手振りよろしく身体を動かし始める人もいて、会場は和やかな

んの素晴らしい歌声に合わせて会場の皆

さんと合唱す

り、手振りを交えて歌っていました。

“今日の日はさようなら”を踊り終わる

と、皆さん名残惜しそうにお互いに見合

ったりしていました。すると、透かさず

アンコールの掛け声がありました。

こう”、続いて“明日があるさ”を歌い

ながら踊りました。用意したアンコール曲はこれで終了し、会場の皆さんからの盛大な拍

手の中で終了となりました。手話ダンス同好会のメンバーはステージ上でお別れの挨拶を

し、次に全員ステージから降りて、会場の皆さん一

交わしお互いの健康とまた会えるよう約束していました。今回手話ダンス同好会の活動現

場を取材し、ボランティア活動をすることは如何にして観客の皆さんと一緒に楽しみ心の

触れ合いをしていくか、ということを深く感じました。【広報部

（平成２５年８月） 

25 年７月22 

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介

を経て決定しました。会場のデイルームはハワイをイメージした絵、飾り、カーテン等を

施した明るく開放的な部屋でした。この広い会場には女性19 

スに座って、今か今かと一段高くなっているステージに注目している様子でした。

シャツにバンダナを首に巻いた姿の手話ダンス同好会

を１曲踊り、次に歌詞に合せて手振りの一つ一つの意味を丁寧に説明し、再度この曲を会

場の皆さんと共に踊ると、手振りよろしく身体を動かし始める人もいて、会場は和やかな

次に２曲の童謡を歌謡リーダーの

んの素晴らしい歌声に合わせて会場の皆

さんと合唱す

り、手振りを交えて歌っていました。

予定した時間が少なくなり、最後の曲

“今日の日はさようなら”を踊り終わる

と、皆さん名残惜しそうにお互いに見合

ったりしていました。すると、透かさず

アンコールの掛け声がありました。

アンコールの一曲目は“上を向いて歩

こう”、続いて“明日があるさ”を歌い

ながら踊りました。用意したアンコール曲はこれで終了し、会場の皆さんからの盛大な拍

手の中で終了となりました。手話ダンス同好会のメンバーはステージ上でお別れの挨拶を

し、次に全員ステージから降りて、会場の皆さん一人ひとりに声をかけながら固い握手を

交わしお互いの健康とまた会えるよう約束していました。今回手話ダンス同好会の活動現

場を取材し、ボランティア活動をすることは如何にして観客の皆さんと一緒に楽しみ心の

触れ合いをしていくか、ということを深く感じました。【広報部

22 日訪問 

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介

を経て決定しました。会場のデイルームはハワイをイメージした絵、飾り、カーテン等を

19 名、男性

スに座って、今か今かと一段高くなっているステージに注目している様子でした。

シャツにバンダナを首に巻いた姿の手話ダンス同好会

を１曲踊り、次に歌詞に合せて手振りの一つ一つの意味を丁寧に説明し、再度この曲を会

場の皆さんと共に踊ると、手振りよろしく身体を動かし始める人もいて、会場は和やかな

次に２曲の童謡を歌謡リーダーの

んの素晴らしい歌声に合わせて会場の皆

さんと合唱すると、懐かしそうに頷いた

り、手振りを交えて歌っていました。

予定した時間が少なくなり、最後の曲

“今日の日はさようなら”を踊り終わる

と、皆さん名残惜しそうにお互いに見合

ったりしていました。すると、透かさず

アンコールの掛け声がありました。

アンコールの一曲目は“上を向いて歩

こう”、続いて“明日があるさ”を歌い

ながら踊りました。用意したアンコール曲はこれで終了し、会場の皆さんからの盛大な拍

手の中で終了となりました。手話ダンス同好会のメンバーはステージ上でお別れの挨拶を

人ひとりに声をかけながら固い握手を

交わしお互いの健康とまた会えるよう約束していました。今回手話ダンス同好会の活動現

場を取材し、ボランティア活動をすることは如何にして観客の皆さんと一緒に楽しみ心の

触れ合いをしていくか、ということを深く感じました。【広報部 菊地

日訪問 記＝ 

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介

を経て決定しました。会場のデイルームはハワイをイメージした絵、飾り、カーテン等を

名、男性7 名の26 

スに座って、今か今かと一段高くなっているステージに注目している様子でした。

シャツにバンダナを首に巻いた姿の手話ダンス同好会

を１曲踊り、次に歌詞に合せて手振りの一つ一つの意味を丁寧に説明し、再度この曲を会

場の皆さんと共に踊ると、手振りよろしく身体を動かし始める人もいて、会場は和やかな

次に２曲の童謡を歌謡リーダーの

んの素晴らしい歌声に合わせて会場の皆

ると、懐かしそうに頷いた

り、手振りを交えて歌っていました。

予定した時間が少なくなり、最後の曲

“今日の日はさようなら”を踊り終わる

と、皆さん名残惜しそうにお互いに見合

ったりしていました。すると、透かさず

アンコールの掛け声がありました。

アンコールの一曲目は“上を向いて歩

こう”、続いて“明日があるさ”を歌い

ながら踊りました。用意したアンコール曲はこれで終了し、会場の皆さんからの盛大な拍

手の中で終了となりました。手話ダンス同好会のメンバーはステージ上でお別れの挨拶を

人ひとりに声をかけながら固い握手を

交わしお互いの健康とまた会えるよう約束していました。今回手話ダンス同好会の活動現

場を取材し、ボランティア活動をすることは如何にして観客の皆さんと一緒に楽しみ心の

菊地 取材記】

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介

を経て決定しました。会場のデイルームはハワイをイメージした絵、飾り、カーテン等を 

26 名がイ 

スに座って、今か今かと一段高くなっているステージに注目している様子でした。 

シャツにバンダナを首に巻いた姿の手話ダンス同好会9名の

を１曲踊り、次に歌詞に合せて手振りの一つ一つの意味を丁寧に説明し、再度この曲を会

場の皆さんと共に踊ると、手振りよろしく身体を動かし始める人もいて、会場は和やかな

次に２曲の童謡を歌謡リーダーのT さ

んの素晴らしい歌声に合わせて会場の皆

ると、懐かしそうに頷いた

り、手振りを交えて歌っていました。 

予定した時間が少なくなり、最後の曲

“今日の日はさようなら”を踊り終わる

と、皆さん名残惜しそうにお互いに見合

ったりしていました。すると、透かさず

アンコールの掛け声がありました。 

アンコールの一曲目は“上を向いて歩

こう”、続いて“明日があるさ”を歌い

ながら踊りました。用意したアンコール曲はこれで終了し、会場の皆さんからの盛大な拍

手の中で終了となりました。手話ダンス同好会のメンバーはステージ上でお別れの挨拶を

人ひとりに声をかけながら固い握手を

交わしお互いの健康とまた会えるよう約束していました。今回手話ダンス同好会の活動現

場を取材し、ボランティア活動をすることは如何にして観客の皆さんと一緒に楽しみ心の

取材記】_ 

「フローラ蓮田」の方から手話ダンス同好会に活動の希望があり、イナ･ヴォイスの仲介 

 



●伊奈ボランティアニュース３４号（平成２５年１２月） 

《特集》第４回 ボランティア活動発表会を開催 

日頃の活動成果発表に、会場は新たな感動と大きな拍手平成２５年１０月２５日（金）

にボランティア活動発表会を県民活動総合センターにて開催いたしました。今回より会場

費負担増のため、出演を有料としたにも拘らず、団体名簿に登録された６２団体（個人）

の中、１５団体のご出演をいただきました。又、演技開始前に、活動団体の日頃の活動状

況・訪問先等を観客に説明していただく、「紹介タイム」を設けました。活動方針・ 

実績・状況等をスクリーンの映像に合わせたコメントで日頃の成果を発表し、ステージ発

表だけではわからない日頃のご苦労･楽しみが判り､会場はいっそうの共感と感動で盛上り

ました。 

１．開催の目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・         

伊奈学園を卒業後、長年蓄積した経験を踏まえ相互交流を図り、ボランティア活動を率先

推進されておられる団体・個人を紹介し、伊奈学園在校生への道標として、また外部関係

者の老人福祉施設、幼稚園、小・中学校、社会福祉連絡協議会、公共機関などには、伊奈

学園卒業生の地域に於けるボランティア活動についてご理解を深めていただくことでボラ

ンティア活動の場所が広がることを目的として開催しました。 

２．発表会の概要・・・・・・・ 

（１）名称 彩の国いきがい大学伊奈学園 第４回ボランティア活動発表会 

（２）共催 彩の国いきがい大学伊奈学園 校友会連絡協議会・彩の国いきがい大学伊奈学 

   園・いきがい大学伊奈学園 ボランティア情報センター（イナ・ヴォイス） 

（３）日時 平成２５年１０月２５日（金）９：３０～１６：３０ 

（４）会場 埼玉県 県民活動総合センター（１階 小ホール） 

３．発表会の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●伊奈ボランティア

19期太極拳クラブ、正調安来節同好会、専科

=於蓮田市コミニュニティセンター

８月２９日

ィア活動登録団体の活動状況取材に出かけました。会場は天井が高く、舞台もある立派な

建物です。館内には既に学童を含む男性８名、女性１７名が椅子に座って待っていました。

まず、主催者側の蓮田シルバー人材センター副長の斉藤さんから出演ボランティア団体の

紹介がありました。斉藤さんは伊奈学園

頼し実現したとのことでした。

初めに、１９期太極拳クラブの皆さんが緑色に統一し

「太極拳剣舞」た中国服装で現れ、胡弓の音色に合わ

せゆっくりした動作で２４式太極拳を踊り始めまし

た。更に、剣舞ではキレのある動作と音楽で会場は癒

される雰囲気となりました。次に、伊奈学正調安来節

同好会の皆さんはコミカルな恰好と演技で男踊りと

夫婦踊りを演ずると、会場のあちこちから笑い声が起

き、拍手です。

２番目に玉すだれのメンバーが派手な衣装で現れ

始まり、会場は和やかな雰囲気となりました。

最後に､専科

が、色鮮やかなスカーフと服装で童謡に

わせ手話を一通り説明しながら踊って見せ

ました。繰り返しの曲では会場のあちこち

で手の形を真似しながら一緒に歌っていま

「手話ダンス」した。

今回､会場の皆さんと一緒に歌ったり踊っ

たりしているボランティアの皆さんの姿を

見ていると､実に楽しそうでいきいきと見

えました。

【広報部菊地正光取材記】

 

伊奈ボランティア

期太極拳クラブ、正調安来節同好会、専科

於蓮田市コミニュニティセンター

８月２９日(木)午後から蓮田市コミニュニティセンターへ、伊奈学園校友会のボランテ

ィア活動登録団体の活動状況取材に出かけました。会場は天井が高く、舞台もある立派な

建物です。館内には既に学童を含む男性８名、女性１７名が椅子に座って待っていました。

まず、主催者側の蓮田シルバー人材センター副長の斉藤さんから出演ボランティア団体の

紹介がありました。斉藤さんは伊奈学園

頼し実現したとのことでした。

初めに、１９期太極拳クラブの皆さんが緑色に統一し

「太極拳剣舞」た中国服装で現れ、胡弓の音色に合わ

せゆっくりした動作で２４式太極拳を踊り始めまし

た。更に、剣舞ではキレのある動作と音楽で会場は癒

される雰囲気となりました。次に、伊奈学正調安来節

同好会の皆さんはコミカルな恰好と演技で男踊りと

夫婦踊りを演ずると、会場のあちこちから笑い声が起

き、拍手です。 

玉すだれのメンバーが派手な衣装で現れ

始まり、会場は和やかな雰囲気となりました。

最後に､専科1期手話ダンス同好会の皆さん

が、色鮮やかなスカーフと服装で童謡に

わせ手話を一通り説明しながら踊って見せ

。繰り返しの曲では会場のあちこち

で手の形を真似しながら一緒に歌っていま

「手話ダンス」した。

今回､会場の皆さんと一緒に歌ったり踊っ

たりしているボランティアの皆さんの姿を

見ていると､実に楽しそうでいきいきと見

えました。 

【広報部菊地正光取材記】

伊奈ボランティアニュース３５

期太極拳クラブ、正調安来節同好会、専科

於蓮田市コミニュニティセンター

午後から蓮田市コミニュニティセンターへ、伊奈学園校友会のボランテ

ィア活動登録団体の活動状況取材に出かけました。会場は天井が高く、舞台もある立派な

建物です。館内には既に学童を含む男性８名、女性１７名が椅子に座って待っていました。

まず、主催者側の蓮田シルバー人材センター副長の斉藤さんから出演ボランティア団体の

紹介がありました。斉藤さんは伊奈学園

頼し実現したとのことでした。

初めに、１９期太極拳クラブの皆さんが緑色に統一し

「太極拳剣舞」た中国服装で現れ、胡弓の音色に合わ

せゆっくりした動作で２４式太極拳を踊り始めまし

た。更に、剣舞ではキレのある動作と音楽で会場は癒

される雰囲気となりました。次に、伊奈学正調安来節

同好会の皆さんはコミカルな恰好と演技で男踊りと

夫婦踊りを演ずると、会場のあちこちから笑い声が起

玉すだれのメンバーが派手な衣装で現れ

始まり、会場は和やかな雰囲気となりました。

期手話ダンス同好会の皆さん

が、色鮮やかなスカーフと服装で童謡に

わせ手話を一通り説明しながら踊って見せ

。繰り返しの曲では会場のあちこち

で手の形を真似しながら一緒に歌っていま

「手話ダンス」した。 

今回､会場の皆さんと一緒に歌ったり踊っ

たりしているボランティアの皆さんの姿を

見ていると､実に楽しそうでいきいきと見
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「むかしのあそび童夢

4年間150回
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をさせていただきました。くす玉割りをして､しょうつかの婆さんの語りから､通りゃんせ･

ベーゴマ･お手玉･かごめかごめ･縄とび･竹とんぼ等の昔の遊びを､

び一緒に歌い､

しく交流をしました。

イナ・ヴォイスからの紹介の訪問先も多数あり昨年は､いきいきフェスティバルに｢竹とん

ぼ作り｣で初参加。イナ･ヴォ

イスの集客のお蔭でわずか２

時間余りの内に､

用意した竹とんぼがなくなっ

てしまい､嬉しい悲鳴でした。

いきいき埼玉の関係で、公開

授業の事例発表や次世代育成

支援事業に出演。

昨年は中国の高校生

中国語を交えて交流。プレゼ

ントのお手玉を全員でやり､

フィナーレは引率の校長先生

の熱唱｢北国の春｣に合わせて､

全員で健康体操を踊りました。

いきいき埼玉の推薦を受けて､テレビ埼玉｢ごごたま｣に出演。

を確認してリハーサル､そして緊張の生本番｡

した｣とインタビューに答えました。童夢

いっぱいです。

ボランティア活動は楽しくなければ続かないと言います。地域創造科

いきがい大学を通して､｢仲間｣と｢いきがい｣を見つけることが出来ました。これから先も､

訪問200回を目指して､童夢

(童夢 21 山田記
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の活動を楽しく続けて行きます。

まちづくりコース蔦川さん外参加
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●伊奈ボランティアニュース５２号（令和元年１２月）終刊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年に入ってから新型コロナウイルス感染防止の為に公共施設の貸し出しも３月から停

止し、ボランティア活動も停止に追い込まれました。その上、埼玉県のいきがい大学も大

きな変革があり、これまでのいきがい大学伊奈学園の２年制、一年制の専科コースと専攻

科コースも廃止されて閉校となり、設置目的であるボランティア養成の趣旨もどこかに吹

っ飛んでしまい、イナ・ヴォイス委員の供給も絶たれてしまった事からイナヴォイスも活

動停止の状態に追い込まれ止むなく、令和２年１０月事業活動終了の運びとなりました。 

振り返れば、私達専科１期生も入学してからボランティア団体として「手話ダンス同好

会」、「太極拳クラブはくつるの会」がイナ・ヴォイスに団体登録して活動してきたことや、

個人的に地域活動に参加してボランティア活動に取り組んでいる人達も大勢います。私達

が学んだいきがい大学伊奈学園が閉校したことで、我々の先輩や氏家健也所長の協力して

作り上げてきた、組織としてのイナ・ヴォイスがボランティア活動の事業活動終了せざる

をえなくなったことは痛恨の極みです。 

また、伊奈ネットクラブもイナ・ヴォイス同様に影響を受けて令和２年６月、全ＨＰを

閉鎖します。この事態を現在でもＨＰを管理しているものとしてショックが余りにも大き

すぎます。私は伊奈ネットクラブの個人ＨＰ「わが青春」で私の踏み跡を整理して公開し

てきてたので、それが無くなることは耐えられず、それでも細かいところはカットしまし

たが、紙ベースで印刷したところＡ４コピーを２５００枚ほどになりました。 

 私が専科１期生としてＨＰに出会ったことで、この１０年余は輝いて生きて来たことは

事実です。また、専科１期の万年広報担当として校友会を裏方として支え来たことも自分

なりに自負があり、今年度で有料校友会は終了しますが、来年度からは無料校友会として、

私が広報連絡担当として再出発します。 



●専科一期校友会 手話ダンス同好会 

ここをクリック 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度 30年度 31年度 32年度 計 

★手話ダンス同好会 28 年度までボランティア訪問回数と参加人数、それ以降活動回数と参加者人数 

4-61 12-168 11-92 17-122 13-81 11-72 11-59 34-198 18-97 23-116  154-1066 

★この活動記録は H26.12.23 に急逝した桒原八洲子さん偲んで私が作成したものです。 



●専科一期校友会 太極拳クラブ 

ここをクリック 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度 30年度 31年度 32年度 計 

★太極拳クラブ 28 年度までボランティア訪問回数と参加人数、それ以降活動回数と参加者人数 

1-15 6-64 7-45 11-54 12-66 4-16 1-5 22-164 23-160 20-133  107-722 

★この活動記録は H26.12.23 に急逝した桒原八洲子さん偲んで私が作成したものです。 



●手話ダンス同好会の活動が

 

 

 

 

 

 

●手話ダンス同好会の活動が●手話ダンス同好会の活動が「さいたま市生涯現役世代応援ガイド」に掲載されました「さいたま市生涯現役世代応援ガイド」に掲載されました「さいたま市生涯現役世代応援ガイド」に掲載されました「さいたま市生涯現役世代応援ガイド」に掲載されました「さいたま市生涯現役世代応援ガイド」に掲載されました「さいたま市生涯現役世代応援ガイド」に掲載されました「さいたま市生涯現役世代応援ガイド」に掲載されました 

 



手話ダンスだより８８号

さいたま市のガイドブックが発刊されました

３号でご紹介したとおり、さいたま市の長寿応援部から取材を受けた「生涯現役世代応援

ガイド」が完成し、印刷会社からサンプルが送られてきましたので、お約束どおり皆さん

にご紹介いたします。内容は１６ページ立て、ボランティアグループの紹介としては私た

ち同好会のほか１グループだけで、思っていたより少ない取り扱いでした。別添で表紙、

目次と私たちの紹介ページをご覧ください。なお、このガイドブックは、さいたま市高齢

福祉課と各区役所高齢介護課の窓口に置いてあるそうです。手にとってご覧いただ

幸いです。
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●専科一期生の個人的に地域に入りボランティア活動している仲間を紹介します。 

平成 28 年度 活 動 報 告 シ ー ト  

◆ 団体名：行幸湖浮きウキフェスタ実行委員会 19A-49  

代表者：委員長 田中 忠  

URL                                                                                   

１．活動が必要とされた状況 行幸湖（みゆき

こ）は、利根川と中川を結ぶ調節池（＝平地ダ

ム湖）で、中川の洪水抑 制（夏期）と工業用

水と水道水の取水（冬期）に利用されている。

夏期には水位の低さ（４ ｍ）と流水量の少な

さから、水質が悪化しアオコが大量に発生する。

また、5km にわたる 両堤防は、コンクリート

ブロックで護岸され、さらに夏冬の水位差が 

7m もあり、岸辺にも 水面にも植生にとぼしく、

57ha（東京ドーム 12 個分）のダム全体が貧弱

な生態系になって いる。そこに水質改善機能

を持つ「ビオトープ浮島」を設置して水質改善

と生物多様性空 間づくりを行う。                                           

２．活動の内容（実施時期、参加人数、活動内

容など） 「ビオトープ浮島」（以下浮島）の組

立・設置： 浮島は、間伐材と竹を組み合わせ

たイカダに、木炭とアシの 根を入れた袋を積

み、水面に浮かしたもの。アシの成長と共に ア

シの根による水質改善作用と、茂ったアシによ

る「島」は、鳥 や魚などの休憩場・隠れ場と

なり、新たな生物多様性空間を出 現させる。 

10 月 30 日、市民団体・近隣企業・地元行政で構成される実行 委員会（21 団体）が水

辺再生イベント「浮きウキフェスタ 28」 を実施。その一環として浮島を作り、湖面に設

置した。 浮島づくりには、小学生以下の子供 21 名を含む計 87 名が参 加、４班に分か

れ４基の浮島をつくった。組み立てられた浮島 は、竹のレールを使い湖面に投入（進水

式）、ボートにより湖の 中央に係留され固定された。                                                  

３．活動の成果 今回設置された浮島は、アシの生える 1 年後以降でないと、水質改善、

生物多様性空間 づくりの効果は出ないが、平成 21 年にフェスタ開催以来、毎年設置さ

れた浮島の数はすで に 64 基あり、こうした既存の浮島と連動した効果の増加が期待さ

れる。 浮島づくりへ参加した子供たちには、水環境の大切さや浮島のもつ役割など、浮

島組立 を通じて伝えることができた。                                            

４．今後に残された課題 広大な水面をもつ行幸湖のアオコ発生に対して、この数の浮島

の水質浄化作用では決定 的な効果は期待できない。しかし、生物多様性空間は着実に増

え、その成果を見ることができる。アオコの問題にどう対処するか、今後の課題である。 

 



浮きウキフェスタ２０１９行幸湖 
（令和元年 10 月 27 日） 

行幸湖は、埼玉県幸手市、久喜市と茨城県猿島郡五霞町の境界にある調整池であると同

時に、利根川水系一級河川権現堂川でもある。★1992 年（平成 4 年）3 月 調整池としての

工事が完成。★2004 年（平成 16 年） 彩の国まごころ国体のカヌー競技会場となる。★2007

年（平成 19 年） 埼玉県営権現堂公園としての整備が完成。 

 平成２１年以来、「水辺の再生」ワクワクイベントとして、★浮島づくり、★カヌー・ド

ラゴンボート水に親しむ体験、★手作り体験教室、★ちんどんパホーマンス（幸手桜高校

演劇部）、★マーチング披露（栗橋東中学校吹奏楽部）、★様々な出店等あり、地域起しを

兼ねた秋のイベントとして開かれている。前上田埼玉県知事も力を入れた浮きウキフェス

タである。 

今回は田中さんのご厚意で、４月の総会後に郷土コースオープ

ン事業として企画したしたものの日曜日とあって、皆さん外の

用事と重なってしまったことなどで、私一人の参加となってし

まった。行幸湖浮きウキフェスタ実行委員会委員長 田中 忠田

中さんには車２台も用意していただいたのに、私のＰＲ不足で

ご迷惑を掛けてしまい申し訳ない。 

 さて、個人的には水辺のある風景が大好きな私は今回の企画

を楽しみにしていた。埼玉県営権現堂公園について見れば、お

天気に恵まれたイベントが様々企画されており、これは地域起

しのお祭りではないのと思ってしまうほどの賑やかさである。 

 実行委員長として忙しい中、田中さん一家にお会いして記念

写真を最初に撮らせていただき、それ以降は自由に取材させていただいた。その状況を紹

介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸手桜高校演劇部の幸手市しあわせ応援大使 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

久喜市栗橋東中学校吹奏楽部 

★平成３０年度全日本マーチングコンテスト：銀賞、★マーチングバンド関東大会：金賞 

★サマーマーチングフェスティバル：優秀賞、★埼玉吹奏楽コンクール新人戦：金賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カヌー・ドラゴンボート水に親しむ体験、 

 

 

 

 

 

 

筏作成者・三艘 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

久喜市長の視察と激励 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮島を竹の上を滑らせ土手まで運びそこから竹の上を水面まで滑らせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮島は、間伐材と竹を組み合わせたイカダに、木炭とアシの 根を入れた袋を積み、水面に浮かしたも

の。アシの成長と共に アシの根による水質改善作用と、茂ったアシによる「島」は、鳥 や魚などの休

憩場・隠れ場となり、新たな生物多様性空間を出現させる。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

                        田中さんは花の苗を自宅で増やして

は自治会イベントに寄贈しています。 

                        自治会の人は無料。部外者の私は一 

田中さん達の南栗橋５丁目自治会出店       鉢５０円を寄付させて頂きました。 

★旧友に会い秋祭り楽しみぬ 

★秋風に乗る音色かなチンドン屋 

★空高し迫力あふるブラスバンド 

★秋の川カヌーを操る子供かな 

★川の秋太鼓を叩くドラゴンボート 

★秋晴れや筏を川へ押し出しぬ 

★湖の秋や浮きウキフェスティバル 

★試食せし味覚の秋や祭り来る 

★コスモスに見向きもしない祭り人 

★仲秋や浮島見ゆる行幸湖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日のハイライト 丘の上の浮島で記念撮影 



郷土の会 相場恒夫さん 「シラコバト賞」を受賞！ 

県民の日である令和元年 11 月 14 日、「令和元年度県民の日記念式典」

が開催されました。会場はさいたま市浦和区の埼玉会館で、大勢の県民

が集まり、県歌を斉唱して始まりました。式典では、様々な分野で県民

の模範となる顕著な功績を挙げられた方々や、県民の日記念作文コンク

ールと絵画コンクールで入賞された小中学生の皆さんが表彰されました。

埼玉県内には、日頃、身近なところで、住みよい地域社会の実現のため

に、多くの方々が積極的な実践活動を続けています。                                

★彩の国コミュニティ協議会では、そうした活動を行う個人及び団体へシラコバト賞を贈

呈し、その活動と功績を顕彰しています。郷土の会の相場恒夫さんは、より良い地域社会

を築くための活動を長年にわたって行ってきました。その「住みよいふるさとをつくる活

動」に対して、相場恒夫さんが大野県知事より「シラコバト賞」を個人表彰されました。

これ正しく「いきがい大学伊奈学園」の建学の精神に基づく、地道なボランティアを実践

してきた卒業生の姿です。相場さん「受賞おめでとうございます」。これからも地域のため

にボランティア活動を無理のない範囲内で続けられることを願っています。                          

★私達の専科１期卒業生は、「いきがい大学伊奈学園」建学の精神に基づき、手話ダンス同

好会、太極拳クラブや、田中忠さんをはじめとする個人的にボランティア活動されている

方々も大勢いることを合わせてご紹介させて頂きます。（郷土の会 岡村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R2.4.2８ 

お客様各位 
伊奈いきがいネットクラブ 

理事長  鈴木 進 

「いきがい大学伊奈学園」のホームページ終了のお知らせ  
いつも伊奈学園のホームページをご利用いただき、ありがとうございます。 

高齢者のより豊かな日常生活の支援にと設立された「いきがい大学」、その一助にと伊奈

学園の支援と要請も受けて、平成 13 年、在校生有志が集まり検討し「伊奈学園ホームペ

ージ」を立ち上げました。 

そしてホームページの運用についての研修会も開催し、在校生・校友会＆クラブ活動に

と沢山の人が利用する大きな輪となりました。設立以来 20 年になりますが、高齢化も進

み利用いただく団体も減少した現状と、伊奈学園も廃止となり連携が取れなくなりました。 

情報が遅くなりまして誠に恐縮ですが、長い間ご利用いただいたホームページは、令和

3 年 6 月末（来年 6 月末）をもって終了とさせて頂くことになりました。大変申し訳ござ

いません。 

終了に至る経緯（「彩の国いきがい大学」の廃止など）や今後の予定などについては別途

ご報告させて頂きます。 

なお、令和 2 年度以降のサーバー使用料及びメーリングリスト使用料につきましては無

料とさせていただきます。 

お客様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、何卒御理解の上よろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



●専科一期自ＨＰ（２１年度）は、伊奈いきがいネットクラブ会長の鈴木進さんに立ち上

げていただき、自治会活動１年間の活動記録等の掲載もお世話になり、感謝あるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●彩の国・浮きウキフェスタ(H21.11.08)               

「浮島づくり」に参加しました。１１月８日に行われた「彩の国・浮きウキフェスタ」は、

川の再生をテーマに権現堂公園で催されました。伊奈学園いきがい大学の有志は「浮島づ

くり」に参加しました。14 期生・本田さん（さって市民境ネット代表）のお誘いで実現し

たものです。20 期・中山さんの的確な指導により、見事な浮島が出来上がり男女２０名は

気持ちのよい汗をかかせていただきました。午前の部で８基、午後の部では６基の浮島が

完成しました。この浮島は、行幸湖（権現堂調整池）の水質を改善するとともに、水中生

物のオアシスになることでしょう。H21.11.08 文・写真 HP 委員 田中忠 

         

本田浮島づくりの総監督              3.5m6 本の杉と 13 本の猛宗竹の筏 

        

袋にはアシの根と木炭                筏完成まじかです 

        

大勢乗っても このとおり、頑丈です          上田知事も駆け付け水の大切さを力説 



●平成２２年度校友会ＨＰ（今年度も鈴木さんにはお世話になりました）

 

 

●平成２２年度校友会ＨＰ（今年度も鈴木さんにはお世話になりました）●平成２２年度校友会ＨＰ（今年度も鈴木さんにはお世話になりました）●平成２２年度校友会ＨＰ（今年度も鈴木さんにはお世話になりました）●平成２２年度校友会ＨＰ（今年度も鈴木さんにはお世話になりました）●平成２２年度校友会ＨＰ（今年度も鈴木さんにはお世話になりました）●平成２２年度校友会ＨＰ（今年度も鈴木さんにはお世話になりました） 



●平成２２年度校友会ＨＰ（掲載等については自分たちで行うようになりました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２３年度専科一期校友会ＨＰ（自分たちで立ち上げたＨＰです） 

 

 



●専科校友会ＨＰ立上げ（鈴木進さん、専科１期と２期ＨＰ委員が１年近く検討して立上げました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２４年８月２３日、このＨＰをベースに専科２期の双田さんがリニュアルしました。 



 

 



 

 

 

 

 



●平成２４年度専科１期校友会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２５年度専科１期校友会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●第１回専科校友会ＨＰ連絡会開催（Ｈ25.5.9） 

第１回専科校友会・ＨＰ委員連絡会報告 

 

 ５月９日、専科一期から四期までの校友会会長及びＨＰ委員長等が参加（一期４名、二

期１名、３期４名、４期４名）して、専科校友会ＨＰ連絡会が開催されました。 

●ＨＰ連絡会で話し合ったことは次のとおりです。各自に配布した添付資料を見ながら 

 １、専科校友会統合サイトの立ち上げまでの経過を説明。 

 ２、伊奈いきがいネットクラブ組織と専科校友会ＨＰのつながりを説明。 

 ３、専科各期サイト編集責任者一覧表作成（岡村）について、確認のとれていない四期 

に提出を依頼した。 

 ４、専科校友会統合サイトに掲載すべきと思われる情報提供を三期、四期に呼びかけを 

した。 

 ５、新たな卒業期校友会の在校時のＨＰを校友会ＨＰ切り替えに支援が必要な場合は、 

一期から三期ＨＰ管理人から協力する旨の了解をいただいているが、四期ＨＰにつ 

いては、その心配はない。 

   アドバイスしたのは、専科校友会ＨＰを新たに立ち上げる時は、ボタンの数を少な 

      くすることを検討する必要があること。（一期から三期までコース別を廃止して「み 

んなの広場」に統合していること） 

 ６、専科合同クラブ（ハイキング、グラウントゴルフ）主催事業については、各期ＨＰ 

への掲載要請をしたところ、各期校友会会長から掲載ＯＫの了解をいただいた。 

 ７、情報交換の場として必要があれば随時開くことを確認した。 

●専科校友会連絡会で話し合ったことは、次のとおりです。 

 １、各期校友会の会員数紹介、１期＝８８名、２期５６名、３期７８名、４期１１０名 

 ２、昨年度までの合同事業（事業相乗り）や合同クラブを実施に至った経過を説明した 

後、各期の考え方を聞いたところ、校友会会費にバラつきあることがわかった。 

   １期２０００円（ダブル会員１７００円）、２期１０００円、３期１５００円、    

   ４期２０００円 

   ★一期＝これまでの専科合同事業を２年間続けたので、後輩期の事業に相乗りでき 

たらと思っているのが本音。 

   ★二期＝会費も安く、会員も少ないのでＨＰを維持することが精一杯で会費を出し 

合っての合同事業を行うだけの余力はない。経費のかからない合同事業ならば参 

加する。合同クラブ企画の参加者実費のような活動には参加する。 

   ★三期＝専科三期校友会活動が第一優先である。他期の事業に相乗りはしない。合 

同クラブ企画事業のような参加者実費形の合同活動に個人が参加するのはＯＫ。 

ＨＰへのＰＲもＯＫ。 

   ★四期＝三期前校友会会長から色々とアドバイスを受けたが、はじめてのことなの 

で当面は静観したい。参加者実費形の合同活動に個人が参加するのはＯＫ。ＨＰ 

へのＰＲもＯＫ。 

 ３、伊奈連協の加盟問題については、各期から意見が開陳された。 



   ★一期も会員の意向調査を実施し、退会が過半数を超えれば来年度は退会する予定。 

   ★二期から２５年度校友会役員のなり手がいないため、校友会解散するところまで 

追いつめられた。校友会を守るために退会した旨が報告された。 

   ★三期＝専科三期校友会活動が第一優先であることから、負担のかかる伊奈連協か 

ら退会した。新役員は全員が退会に賛成した。 

★四期＝三期前校友会会長からアドバイスを受けたが、初めてのことなので今年は、 

    伊奈連協に参加して様子を見ることにしたが、今日の総会で会長の挨拶から専科 

に対する冷たい視線を感じた。来年どうするか来年の役員に託したい。 

   ★四期から伊奈連協に加盟していることのメリットは何か質問が出る。 

    今年度は二つに限られている。 

    ①県連協主催グラウンドゴルフ大会に出場の予選会に出られること。 

    ②合同研修の小ホールのイベントを観覧できること。 

    ※社交ダンスは伊奈学園卒業生にオープンにしたことで伊奈連協に加盟に関係な 

く、親睦ダンスの集いに出られる。 

   ★専科一期校友会ＨＰ管理人が伊奈連協に公開質問状や組織改革案を提出し、ＨＰ

に掲載したことで伊奈連協関係者が目くじらを立てていることも説明したが、組

織を守る立場から二期、三期は既に退会していることもあってか、私の考え方を

共有していることもあってそれほど話題にはならなかった。 

 ４、今後の専科校友会連絡会について決まったこと。 

   これからの校友会活動について各期の考え方を開陳してもらったところ、専科合同 

クラブ事業は別にして、校友会予算を使う専科校友会合同事業（音楽会、学習会） 

の開催は難しいことがわかった。 

    また、参加者実費形の合同事業については各期ともＯＫよとも受け取れるので、 

そこで新しい形の専科校友会合同事業を創出する必要がある。 

   ★各期校友会会長等の話し合いの場の設置を提案して合意が得られた。 

   ★３ヶ月に一度話し合いの場を持ちテーマを定めて検討することになった。 

    なお、合同クラブ企画については、自由参加なので各期ＨＰでＰＲすることの了 

解が正式に得られた。                                            以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



●伊奈連協への公開質問状に対してなんら回答もないのでＰＤＦにしてＨＰに掲載したこ

とでインターネットに載り、伊奈連協の会長が見て伊奈ネットクラブへ苦情が持ち込まれ 

て、伊奈ネットクラブにご迷惑をおかけしたことから詫び状を入れました。 

 

平成２５年５月１７日 

 

  伊奈いきがいネットクラブ 

          理事長 鈴木 進 様 

 

                     専科一期校友会ＨＰ委員 

                             岡村 昭則 

 

 まずは、専科一期ＨＰ及び専科統合サイトに「彩の国いきがい大学伊奈学園校友会連絡

協議会」への公開質問状及び組織改革案を掲載したことで、伊奈いきがいネットクラブに

多大なご迷惑をお掛けしましたことを心よりお詫び申し上げます。二度とこのようなご迷

惑を掛けないことをお誓い申し上げます。 

 さて、皆様もご存知のように専科コースは、卒業後、半分以上の人が二年制コースに進

学し、その方々が卒業されると専科校友会を退会する人も多く、専科校友会の会員数も大

幅に減少するという特殊要因があります。 

 そのことを伊奈学園校友会連絡協議会は配慮することもなく、２６年度より連絡協議会

活動の中核をなす企画部と広報部の事業担当を専科校友会に割り振りをし、今年２月に初

めて開催した県連協の「芸能祭」を伊奈学園校友会連絡協議会が担当する場合、その事業

担当を専科３期に割り振りしてきました。 

 専科各期校友会は役員のなり手もままならない中で自分達の校友会をどう維持するか四

苦八苦しているのに、校友会連絡協議会活動の中核をなす事業担当などは対応できないと

専科校友会出身の役員の多くは不満と不安を募らせていました。専科一期校友会出身の役

員は、組織改革等について提案してきましたが、ダブル校友会会員の会費が解決したのみ

で肝心の組織改革は遅々として検討も進まずすべて先送りになってしまいました。 

 このような状況を何とか打破しないことには専科校友会は守れないと考え、専科一期校

友会をデザインした私の持論である「専科校友会を１０年間は続ける」ためにも、自分意

見を発表することにして、個人的に公開質問状及び組織改革案に資料を添付して、校友会

連絡協議会会長あてに二回ほど手紙を送付しました。いずれも手紙が届き読んでいただい

た時点での現状説明を期待していましたが、何の返事もありませんでした。そこで伊奈い

きがいネットクラブに迷惑を及ぼすことは百も承知の上でＨＰに掲載させていただきまし

た。ご迷惑を掛けたことが契機かどうかわかりませんが、２５年度校友会連絡協議会総会

での会長挨拶も専科二期、三期が退会したこともあって専科には冷たい視線だったとお聞

きしました。専科各期校友会は連絡会を設置しましたので、合同事業として何が出来るの

か検討し取組むことになりました。繰り返しますが、二度と伊奈いきがいネットクラブに

ご迷惑を掛けないことをお誓い申し上げます。 

 



●平成２６年度専科１期校友会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●第２回専科校友会ＨＰ連絡会開催（Ｈ26.5.16） 

第２回専科校友会及びＨＰ連絡会 

 二年制伊奈学園の中に一年生専科コースが創設され、専科を卒業されると二年制に進学

される方が半数以上いることから専科校友会として会員の減少、伊奈連協の役割分担の負

担等様々な問題が起きています。現実に専科１期から３期まで校友会を維持するために伊

奈連協を退会しています。 

専科１期校友会は卒業後から専科校友会ホームページや合同事業について検討してきま

した。専科校友会連絡会事務局を専科一期校友会・岡村広報部長兼ＨＰ維持管理人が引き

受け、昨年、正式に専科各期校友会の連絡会を立ち上げて専科校友会に関わる問題を検討

しています。今年は５月１６日に第２回専科校友会及びＨＰ連絡会を１期から５期校友会

会長及び関係者の出席いただき開催しました。 

１、専科校友会連絡会事務局（一期校友会・岡村広報部長兼ＨＰ維持管理人）の司会挨拶 

 ・各期とも校友会役員は毎年変わるので、専科校友会ＨＰ・専科合同事業・専科校友会 

連絡会等のまとめをした岡村が万年役員をしていることから、それぞれの経過を新し 

く卒業された期や専科各期の新役員に説明していく役割を担当している。 

 ・専科各期共通の課題は２年制入学者が卒業されると専科校友会会員の激変があること 

から、専科各期校友会の活動を維持するために専科合同事業が始まった。専科校友会 

連絡会は専科各期校友会役員の情報交換の場あるので、ここで協力できることは校友 

会活動の中に活かし１年でも長く校友会活動を続けられれば思っている。これらをベ 

ースに会議を進めたい。 

 ・１期から５期までの校友会会長の挨拶と校友会紹介を行う。 

専科各期出席役員の自己紹介（１５名）を順次に行う。 

    １期＝蔦川会長、塙企画部長、伊藤ＨＰ委員長、岡村広報部長 

   ２期＝双田会長兼ＨＰ委員長 

   ３期＝山口会長、熊谷広報部長、沖原企画部長、関総務部長 

   ４期＝太田会長、沼田広報部長 

   ５期＝小杉会長、平山企画部長、小松崎広報部長、三井ＨＰ委員長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、第２回連絡会で決まったこと。 

 ●情報交換の場として連絡会を今後も続けることを確認した。 

 ●合同事業は各期校友会の規模や会費も違うことから各期校友会会費を使っての合同事 

業は無理なので、参加者実費徴収型の事業で各期とも協力することを確認した。 

 ●参加者実費徴収型合同事業案内は各期ＨＰに掲載し会員に呼びかけることを確認した。 

                          （H25.5.16 記録：専科一期校友会・岡村） 



●平成２７年度専科１期校友会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●第２回専科校友会ＨＰ連絡会開催 

第３回専科校友会及びＨＰ連絡会 

                  （H27.5.15）                     

５月１５日に専科１期、２期、３期、６期校友会会長及びＨＰ委員長のご出席をいただ

き、第３回専科校友会及びＨＰ連絡会を開催した。残念ながら４期は２年制に進学された

方の退会が続き、これ以上の退会者を出さないために校友会事業に専念するので専科校友

会合同事業には参加しないと連絡してきた。５期は出席する連絡があったが、忘れてしま

い今日は不参加となった。 

１、出席者の自己紹介の後、式次第に従って６期校友会関係者や３期校友会新役員につい

て、別紙「専科校友会ＨＰ開設経過」を下に説明していく。 

●専科１期校友会～３期校友会は、伊奈ネットクラブの方針としていた専科コースＨＰ 

のマンション形式を実現するために、３年にわたって検討し、H24.10.5 に専科校友会Ｈ 

Ｐを開設した。メリットはＨＰ使用料が 15000 円から 6000 円になったこと。 

●その検討課程の中で、専科コースから２年制への進学者が卒業したら校友会会員減少 

という問題があり、校友会の運営に支障をきたすことから、合同事業についても検討し 

てきました。その成果として専科合同ハイキングクラブ、専科合同グラウンドゴルフク 

ラブ等が誕生すると共に、過去には校友会の話し合いで経費を出し合って音楽会等を開 

催することもあった。現在も１期校友会が実施している学習会などは専科合同として各 

期に呼びかけて少人数であるが参加してもらっている。専科合同グラウンドゴルフ及び

ハイキングは１期から６期まで参加している。 

●この専科校友会ＨＰの立上げ経過と専科合同事業のなれそめの２点について後輩の各 

期校友会の役員に伝えて理解していただこうということから、専科校友会ＨＰ連絡会を 

開催することにした。４期生が卒業したのを機に第一回校友会及びＨＰ連絡会を開催し、 

そこで上記の２点について説明したところ、合同事業については、各期校友会の形態も 

違うので参加者実費徴収型事業（個人参加）にはお互いに協力し合うことで話がまとま 

った。新たに校友会情報交換の場としての役割を加えて年一度開催することも決まった。 

これらのことについて、毎年、確認して連絡会を終えている。 

●今日は６期校友会関係者及び３期校友会新役員の出席をいただいたので連絡会の開催 

趣旨の３点について説明し、ご理解をいただけたので開催の目的は達したと言える。 

２、第３回連絡会で決まったこと。 

 ●情報交換の場として連絡会を今後も続けることを確認した。 

 ●合同事業は各期校友会の規模や会費も違うことから各期校友会会費を使っての合同事 

業は無理なので、参加者実費徴収型の事業で各期とも協力することを確認した。 

 ●参加者実費徴収型合同事業案内は各期ＨＰに掲載し会員に呼びかけることを確認した。 

３、そのたの話題 

●２７年度から伊奈学園も制度改正に伴い、二年制と専科コースが廃止され、新たに一 

年制専攻課程（火・水曜日コース）設置されました。専科１期から６期までは二年制伊 

奈学園の中の一年制専科コースであったことから、専科を卒業されると二年制に進学者 

が半数以上いることから、進学者が卒業されると２年制校友会に軸足を置く人が多く、 

専科各期校友会は会員が減少し校友会活動をどう維持していくか四苦八苦している状況 

がある｡(１期当初 116 名➡６年後は 58 名と 50％減､２期当初 113 名➡５年後 52 名 54％ 

減、３期当初 97 名➡４年後 64 名 35％減、４期当初 113 名➡３年後 75 名 34％減） 

 また、校友会役員はほとんど順番制で役員が回ってくるが、順番が来ると退会する人 

も多く見上けられ、会員減少の大きな要因となっている。 

●専科各期共通の課題は２年制入学者が卒業されると専科校友会会員の激変があること 



から専科校友会連絡会を専科各期校友会役員の情報交換の場として、ここで協力でき 

ることは校友会活動の中に活かし１年でも長く校友会活動を続けられればと思って 

いる。専科１期は東京オリンピックを合言葉にそこまで続けたいと思っていることや、 

２年制校友会も１０年を区切りにして解散を目論んでいることを披瀝する。 

●ホームページについては、伊奈学園及び校友会ＨＰは会員への情報伝達の一手段と 

して立ち上げているのであろうが 

① 校友会ＨＰを立ち上げている理由がはっきりしていない。在校生の時もそれを明確

に言われた覚えもないし、ＨＰ講習会の時もしかり。 

② 在校生の時はＨＰ委員もすぐに会って話をすることができたが、卒業してしまうと

ばらばらになるのでＨＰ委員もまとまりにくい。 

③ ＨＰ委員のなり手がいないことや、アップは自分が最後まで引き受けざるを得ない

状況になっている。 

④ 専科１期から３期は専科校友会ＨＰ立上げに向けて真剣に良いＨＰを目指して頭

を使ったが、年が経つにつれてマンネリ化したことは否めない。 

⑤ ＨＰにアップしたものがどれだけの会員に読まれているのか疑問に思えてならな

い。また、一方通行のＨＰよりも双方通行のブログ、フェイスブックが面白いと思

っている。 

⑥ 伊奈学園及び校友会の情報伝達のメインはＨＰなので立ち上げ運用してからも進

化させるようなフォローが必要ではないか。 

※専科１期は➄のＨＰにアップしたものが、パソコンを開いて「専科校友会１期ＨＰ

を開いて、どれだけの会員に読まれているのか疑問に思えるので、各個人にメール

を送れば否応なしに開くだろうから、メーリングリストを利用して毎月ＨＰ掲載情

報を発行して読んでもらうように工夫している。 

また、パソコンのない人には、ＨＰ掲載情報をベースに原稿を作り、年２回専科１

期校友会だよりを発行している。というのは同じ会費をもらっているのだから、その

人たちにも出来る限り情報をお届けすることが基本なので紙ベースによる「だより」

の発行が始まった。 

⑦ 会員と校友会を結ぶということでＨＰがあるにせよ、直接メールで結ぶことも大切

で伊奈いきいきネットクラブのメーリングリスト利用することも大事。 

⑧  伊奈学園及び校友会はＨＰを情報伝達のメインとしていることから、紙ベースの 

「校友会だより」の発行が極端に少ない。県民活動センター１階の談話コーナーに 

各いきがい大学の「校友会だより」のファイル等がある。伊奈学園以外は各連協の 

だよりや各期校友会だよりがボリュームたっぷりで活動状況を誰でも知ることがで 

きるが、それに引き換え、伊奈学園関係の貧弱さには驚く。 

⑨ いずれにしても加齢するに従って原稿を書くことが辛くなってきており、ＨＰ掲載

原稿も少なくなっていることは否めない。 

４、今日の出席者８名 

    １期＝伊藤会長兼ＨＰ委員長、岡村広報部長 

   ２期＝双田会長兼ＨＰ委員長 

   ３期＝柳会長、竹内広報部長、森ＨＰ委員長 

   ６期＝花形会長、加藤ＨＰ委員長 

         （記録：専科校友会連絡会事務局専科一期校友会ＨＰ維持管理人 岡村） 

 

 

 

 

２年制と専科コースが廃止されたことに伴い、専科コース最後の六期校友

会会長とＨＰ委員長に専科校友会ＨＰ開設経過等を説明しご理解をいただ

いたので、専科校友会ＨＰ連絡会は今回を最後とし、専科校友会連絡会は

必要に応じ開催するものとする。 



専科校友会ＨＰ開設経過 

●専科校友会ＨＰについては、私達が専科一期に入学しＨＰ委員に選ばれ、８月の講習会

に参加した時に、伊奈いきがいネットクラブの鈴木進さんより、専科校友会ＨＰは、二年

制ＨＰとは違うマンション形式のＨＰで進めるとの指針が示された。鈴木さんのサポート

を得ながら卒業後の１年目は自治会ＨＰを校友会ＨＰに切り替えるにあたって、レイアウ

トとボタンの精査を行い、現在の校友会ＨＰに切替えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専科校友会の名称は２年制ＨＰと区別するための名称にすぎない。 

●次に伊奈ネットクラブ鈴木進さんの示された、マンション形式の専科校友会という一つ

のボタンを設置して、そこをクリックすると専科各期ＨＰへつながるボタンのある専科校

友会ＨＰに取組んだ。専科２期生が卒業したことから２期生ＨＰ委員に加わっていただき、

本格的に専科校友会ＨＰにどんな内容を掲載するか、トップページのデザイン、ボタンの

設置等を１年間かけて検討した。それから専科３期生も卒業したので３期ＨＰにも加わっ

ていただき、２年間の検討した結果として現在の専科校友会ＨＰを開設するに至った。 

現在は 2 期ＨＰ委員長の双田さんが維持管理をして、岡村が原稿収集のサポートをしてい

る。 

●専科校友会ＨＰ開設のメリットは、 

①専科各期ＨＰ使用料が 15000 円から 6000 円になったこと。卒業時２年制の場合は 15000

円ですが、専科コースは卒業時から 6000 円で済むということ。 

②代わり手のいないＨＰ委員の負担を減らすという観点から伊奈連協、県連協、いきいき

埼玉の行事は専科校友会ＨＰに掲載して各期は省略しようと考えて設計していること。 

③1 期～3 期のＨＰ委員が検討する中で、専科コースは 2 年制に進学する人もいるので、そ

の方たちが卒業すると専科校友会会員は減少せざるを得ないので、合同開催できる事業は

スケールメリットを狙ったらどうかという話が出て、1 期と 2 期で合同音楽会や講演会を

実施し、合同ハイキングとグラウンドゴルフクラブができた。ここで専科合同事業が始ま

った。また、クラブに余裕があれば期を超えて（二期墨彩クラブに一期生が参加、一期の

俳句やパソコンクラブに２１期生が参加）参加可能としたことです。 

④お互いに助け合うということで専科校友会ＨＰ開設の時に、年一回専科各期校友会ＨＰ

委員長とアクセス者の会合を開くことの取り決めをして、24、25、26 年度と実施してきま

した。ここではＨＰでお互いにわからないことはサポートすることにしている。 

⑤専科合同事業の案内は、各期ＨＰに掲載して参加を呼び掛けている。 

2 年制 

一軒屋 

 

ＨＰ使用料 

１５,０００円 

専科校友会マンション 

専科１期 

専科２期 

専科３期 

専科４期 

専科５期 

専科６期 

ＨＰ使用料６,０００円 

別紙 



●平成２８年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成２９年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成３０年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●平成３１年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●令和２年度専科１期の会ＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

★伊奈いきがいネットクラブの鈴木さんに専科１期ＨＰを立ち上げていただき、それから

独り立ちするまで１年半かかりましたが、それから以降、現在までほとんど私一人で専科

一期ＨＰの維持管理を行ってきた。ボランティア活動者養成校としてのいきがい大学伊奈

学園のあり方も社会環境の変化から当初の考え方を変更して、民間ベースのカルチャセン

ター化してしまった。先輩たちから後輩へと引き継がれて、これまでの伊奈学園卒業生が

積み上げてきたボランティア活動を支えてきたイナ・ヴォイスと伊奈いきがいネットクラ

ブの活動も、令和２年３月の伊奈学園閉校に伴って終了せざるを得なくなってしまった。

在学時から今日まで１２年間にわたりＨＰを管理して来た者としては、痛恨の極みである。 

 個人として振り返れば、伊奈学園で学園の目的であるボランテイァ養成のための根幹を

支える組織として、在学時に学園から委嘱状をもらいイナ・ヴォイス委員やホームページ

委員となって活躍して来たことは言うまでもない。私もホームページ委員となってＨＰの

立上げから維持管理するようになるまで、振り返れば、伊奈いきがいネットクラブの鈴木

進さんにはご迷惑もお掛けしたが、計り知れないほどのお世話をいただいたことに感謝あ

るのみ。専科１期ＨＰを最初から最後まで管理して来たことで専科１期活動を全て把握し

て皆さんをサポートして来たことが、校友会活動も解散することなく現在も続いている。

一区切りということで、これまでの１２年間の踏み跡集をまとめることになった。また、

その後も、活動は続けて行くことになった。そう決めていた矢先に、伊奈学園の閉校にと

もない伊奈学園を支えてきた２つの組織の事業終了は残念でならない。そこで専科１期Ｈ

Ｐ管理人として、専科１期の２つの組織に対して関わって来たことの踏み跡をまとめて残

すことにして編集するに至った。 

（専科１期の会 ＨＰ管理人岡村昭則） 


